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２
月
17
日
に
、
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
第
16
回
朗
読
会
「
永
瀬
清

子
の
詩
の
世
界
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
外
か

ら
の
参
加
者
も
訪
れ
ま
し
た
。

　

朗
読
会
は
、
赤
磐
市
民
に
よ
る
朗
読

と
合
唱
で
は
じ
ま
り
、
第
10
回
永
瀬
清

子
賞
表
彰
式
で
は
、
市
内
外
の
小
中
学

生
11
人
が
表
彰
さ
れ
、
永
瀬
清
子
賞
が

第
10
回
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
、
多
年

に
わ
た
り
応
募
の
あ
っ
た
学
校
５
校
に

は
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

詩
人
で
あ
る
山
本
純
子
さ
ん
の
講
演

で
は
、
ま
ず
永
瀬
清
子
と
親
交
の
あ
っ

た
草
野
心
平
や
北
川
冬
彦
の
詩
な
ど
を

例
に
、
発
声
練
習
や
朗
読
レ
ッ
ス
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
声
を
出
す

こ
と
で
、
こ
と
ば
の
奥
に
は
息
が
ひ
そ

ん
で
い
る
こ
と
や
、
か
ら
だ
の
あ
り
方

で
息
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
山
本
さ
ん
ご
自
身

の
詩
と
永
瀬
清
子
の
詩
と
の
つ
な
が
り

や
、
宮
沢
賢
治
が
永
瀬
清
子
に
与
え
た

影
響
に
も
話
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

　

詩
が
読
み
手
に
届
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
、参
加
者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
受
け
取
っ

た
会
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
感
じ
た

＂詩
が
届
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
＂

①永瀬清子の詩「手品」を朗読
した片山寛子さん　②「降り
つむ」を朗読した横山由宇子
さん　③美しい合唱を披露し
たコーラスグループスイート
ピーの皆さん
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諸国の天女

諸国の天女は漁夫や猟人を夫として
いつも忘れ得ず想つてゐる、
底なき天を翔けた日を。

人の世のたつきのあはれないとなみ
やすむひまなきあした夕べに
わが忘れぬ喜びを人は知らない。
井の水を汲めばその中に
天の光がしたたつてゐる
花咲けば花の中に
かの日の天の着物がそよぐ。
雨と風とがささやくあこがれ
我が子に唄えばそらんじて
何を意味するとか思ふのだらう。

せめてぬるめる春の波間に
或る日はかづきつ嘆かへば
涙はからき潮にまじり
空ははるかに金のひかり

あゝ遠い山々を過ぎゆく雲に
わが分身の乗りゆく姿
さあれかの水蒸気みどりの方へ
いつの日か去る日もあらば
いかに嘆かんわが人々は

きづなは地にあこがれは空に
うつくしい樹木にみちた岸辺や谷間で
いつか年月のまにまに
冬過ぎ春来て諸国の天女も老いる。

※かづく ＝ 水にもぐる

『永瀬清子詩集』現代詩文庫　思潮社　1990年2月

⑧詩人の山本純子さんにより発声練習や
朗読レッスンなどが行われた　⑨会場内
のロビーには清子の作品や写真などが展
示された　⑩訪れた人たちも山本さんと
一緒に楽しく発声練習などを行っていた

④多年に渡り永瀬清子賞に応募し
ている5つの学校に感謝状が贈ら
れた　⑤表彰式で嬉しそうに賞状
を受け取る子どもたち　⑥⑦優秀
賞を受賞した西上一花さん（上）と
小倉聡一郎さん（下）は、受賞した
作品を心をこめて朗読していた

息をまとい、声を得た清子たちの詩は
会場を訪れた人 の々心に響き渡った。
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赤磐市の予算平成25年度

内訳グラフ歳入

市税
43億9,599万円

地方譲与税等
7億8,340万円

県支出金
14億4,290万円

市債
30億4,820万円

国庫支出金
18億2,713万円

地方交付税
70億7,800万円

分担金および負担金
2億9,584万円

使用料および手数料
2億1,001万円

繰越金3億円

繰入金2億1,601万円
その他1億8,128万円

歳　入
197億

7,877万円

自主財源 55億9,913万円
依存財源 141億7,963万円

　

平
成
25
年
度
予
算
が
３
月
定
例

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算

総
額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

お
よ
び
公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ

て
３
３
１
億
７
０
６
２
万
円
で
、

対
前
年
度
比
０
・
９
㌫
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
１
９
７
億
７
８

７
７
万
円
で
、
対
前
年
度
比
１
・

７
㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳

入
で
は
財
源
の
根
幹
と
な
る
市
税

や
地
方
交
付
税
が
減
少
と
な
る
一

方
、
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
、

病
院
事
業
会
計
負
担
金
な
ど
の
歳

出
増
に
対
応
す
る
た
め
、
前
年
度

に
引
き
続
き
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
で
財
源
不
足
を
補
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
課
題
と
な
っ
て

い
る
「
教
育
の
再
生
」
に
つ
い
て
、

特
別
支
援
員
の
増
員
や
教
育
相
談

室
の
設
置
な
ど
を
計
上
し
、
教
育

環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

生
活
環
境
施
策
と
し
て
、
広
域

路
線
バ
ス
運
行
事
業
、
ご
み
処
理

施
設
建
設
事
業
、
中
心
市
街
化
地

区
の
道
路
整
備
事
業
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
・
障
害

者
支
援
な
ど
総
合
的
な
福
祉
施
策

と
し
て
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
事
業
を
継
続
し
、

敬
老
会
助
成
事
業
、
介
護
予
防
や

生
活
支
援
、
自
立
支
援
給
付
事
業

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、産
業
振
興
施
策
と
し
て
、

新
規
就
農
支
援
事
業
、
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
事
業
、
商
工
会
補

助
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
中
長
期
的
な
財
政

見
通
し
と
し
て
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
や
地
価
の
下
落
な
ど
に
よ

り
市
税
の
伸
び
が
見
込
め
な
い
う

え
に
、
合
併
に
よ
り
特
別
に
加
算

さ
れ
て
い
る
地
方
交
付
税
が
平
成

27
年
度
か
ら
段
階
的
に
減
少
す
る

な
ど
歳
入
面
で
厳
し
い
財
政
運
営

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で

も
、「
赤
磐
市
総
合
計
画
」
に
掲

げ
る
本
市
の
未
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

平
成
25
年
度
予
算  

議
会
で
可
決

総
額
は
３
３
１
億
７
０
６
２
万
円

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

配
慮
し
た
予
算
編
成

市
民
の
安
心
・
安
全
、

教
育
の
再
生
に
重
点
を

置
い
た
予
算
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▼
一
般
会
計
／
住
民
の
生
活
に
か

か
わ
り
の
深
い
福
祉
、
教
育
な
ど

幅
広
い
範
囲
の
事
業
を
行
う
中
心

的
な
会
計
。

▼
特
別
会
計
／
特
定
の
収
入
で
特

定
の
事
業
を
行
い
、
一
般
会
計
と

は
別
に
経
理
す
る
会
計
。
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
、
下
水
道
な

ど
が
あ
る
。

▼
企
業
会
計
／
利
益
を
受
け
る
人

の
負
担
で
経
営
を
ま
か
な
う
独
立

採
算
を
原
則
と
す
る
会
計
。
水
道

事
業
、
病
院
事
業
が
あ
る
。

▼
地
方
交
付
税
／
国
が
徴
収
し
た

税
金
の
中
か
ら
地
方
自
治
体
の
財

政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お

金
。

▼
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
／
市

が
事
業
を
す
る
際
に
国
や
県
か
ら

受
け
る
負
担
金
や
補
助
金
、
委
託

金
の
こ
と
。

▼
繰
入
金
／
主
に
市
の
積
立
金

（
基
金
）
を
取
り
崩
し
て
歳
入
に

繰
り
入
れ
る
も
の
。

▼
市
債
／
地
方
自
治
体
が
行
う
借

金
。
こ
の
借
金
の
元
利
償
還
金
を

公
債
費
と
い
う
。

▼
自
主
財
源
／
地
方
自
治
体
が
自

主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
。

▼
依
存
財
源
／
国
や
県
の
意
思
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ

た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る

収
入
財
源
。

民生費 53億6,602万円（27.1％）

議会費 2億178万円（1.0％）

公債費 22億1,101万円（11.2％）

衛生費 41億6,907万円（21.1％）

総務費 22億6,721万円（11.5％）

教育費 20億1,641万円（10.2％）

土木費 13億5,268万円（6.8％）

農林水産業費 11億9,951万円（6.1％）

消防費 7億6,275万円（3.9％）

商工費 1億8,233万円（0.9％）

その他 5,001万円（0.3％）

目的別グラフ歳出 性質別グラフ歳出

人件費
40億3,714万円

公債費
22億1,101万円

扶助費
32億3,460万円

物件費
23億8,686万円

補助費等
16億8,925万円

普通建設事業費
36億6,005万円

繰出金
23億2,782万円

その他
6,832万円

維持補修費
1億6,372万円

義務的経費 94億8,275万円
消費的経費 42億3,983万円

※
表
示
単
位
未
満
四
捨
五
入
の
た
め
、積
み
上
げ
と
合
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
予
算
に
つ
い
て

も
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
配

慮
し
つ
つ
、
総
合
計
画
の
着
実
な

推
進
と
市
民
生
活
の
安
全
と
安
心

の
確
保
を
基
本
に
予
算
編
成
し
て

い
ま
す
。

用
語
の
解
説

●民生費／11万9,216円
●衛生費／9万2,623円　
●総務費／5万370円
●公債費／4万9,121円
●教育費／4万4,798円

●土木費／3万52円
●農林水産業費／2万6,649円
●消防費／1万6,946円

●商工費／4,051円
●その他／5,594円

※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと合計が一致しない場合があります。
※金額は一般会計の歳出額を平成25年3月の人口45,011人で割り戻した額。

市民１人当たりの
予算額は

43万9,421円
です！

歳　出
197億

7,877万円

投資的経費 36億6,005万円
そ　の　他 23億9,614万円

新園舎建設予定のひかり幼稚園
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収 入
基本給与（市税） 220万円
パート収入（分担金、使用料、手数料など） 35万円
前年の残金（繰越金） 15万円
貯金の取り崩し（繰入金） 11万円
親からの仕送りなど（地方交付税、国庫支出金など） 556万円
借金（市債） 152万円

合 計 989万円

平成24年度末の貯金と借金の見込み
貯金残高（財政調整基金） 236万円
借金残高（市債残高） 1,111万円

支 出
食費・衣料品費（人件費） 202万円
光熱水費・日用品費（物件費） 119万円
医療費・保育料（扶助費） 162万円
ローン返済（公債費） 111万円
家の増改築（普通建設事業費） 183万円
子どもへの仕送り（特別会計繰出金） 117万円
自治会費・子どもの小遣い（補助費等） 84万円
家や家電製品の修繕（維持補修費） 8万円
緊急時に備えた蓄え 3万円

合 計 989万円

会 計 名 予 算 規 模

一 般 会 計 197億7,877万円

特 別 会 計 116億9,662万円

国民健康保険特別会計 51億7,467万円

後期高齢者医療特別会計 4億8,064万円

介護保険特別会計 37億5,497万円

簡易水道特別会計 2億7,437万円

下水道事業特別会計 19億4,190万円

宅地等開発事業特別会計 2,369万円

竜天オートキャンプ場特別会計 1,400万円

土地取得特別会計 2,034万円

財産区特別会計 1,205万円

公営企業会計 16億9,524万円

水道事業会計 10億1,949万円

赤磐市民病院事業会計 6億7,575万円

合 計 331億7,062万円
※表示単位未満四捨五入のため、積み上げと合計が一致しない場合
　があります。

会計別予算規模

　

左
の
表
は
平
成
25
年
度
一
般
会

計
予
算
を
家
計
簿
に
置
き
換
え
た

も
の
で
す
（
２
千
分
の
１
の
額
で

表
記
）。
収
入
は
、
景
気
の
低
迷

に
よ
り
給
料
の
増
額
が
見
込
め
な

い
の
で
、
親
か
ら
の
仕
送
り
に
依

存
し
て
い
る
状
況
で
す
。し
か
し
、

平
成
17
年
３
月
の
結
婚
（
合
併
）

を
機
に
生
活
基
盤
安
定
の
た
め
に

特
別
に
増
額
さ
れ
て
い
る
仕
送
り

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
段
階
的
に
減
額
（
家
計
簿

で
換
算
す
る
と
お
よ
そ
92
万
円
の

減
額
）
と
な
り
、
自
立
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
赤
磐
市
中
長
期
財
政

見
通
し
」
に
掲
載
）

　

支
出
は
、食
費
や
医
療
費
、ロ
ー

ン
返
済
な
ど
支
出
が
避
け
ら
れ
な

い
経
費
が
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
昨
年
に
引
き
続
き
家
の
増
改

築
の
経
費
も
多
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
貯
金
は
、
親
か
ら
の
仕
送
り

の
減
額
を
補
う
た
め
に
順
次
取
り

崩
し
が
必
要
と
な
り
、
平
成
33
年

度
に
は
底
を
つ
く
と
試
算
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
基
本
給
与
や
パ
ー
ト

収
入
の
増
加
に
努
め
た
り
、
食
費

や
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
を
切
り
詰

め
、
老
朽
化
し
た
家
の
増
改
築
・

修
繕
を
必
要
最
小
限
に
す
る
な

ど
、
支
出
を
抑
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

支
出
を
抑
制
す
る
こ
と
、
応
分

の
負
担
を
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
生
活
に
も
直
接
か
か
わ
る
部
分

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
赤
磐
市

で
暮
ら
す
未
来
の
市
民
や
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
理

解
と
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
た
と
え
ば
、
ご

み
の
分
別
や
減
量
化
な
ど
、
ほ
ん

の
小
さ
な
こ
と
で
も
、
市
民
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
支
出
を

抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

赤
磐
市
の
未
来
の
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

今
年
度
一
般
会
計
予
算
を

私
た
ち
の
家
計
簿
に

置
き
換
え
る
と
…

私
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

今
、自
分
で
で
き
る
こ
と
を
。

平成25年度赤磐市の予算

建設中のごみ処理施設（手前）と新消防庁舎（右奥）
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主 要 事 業 名 事 業 費

総　務　費

公聴広報事業 2,291万円
国際交流事業（海外訪問団派遣ほか） 534万円
市民バス運行事業 3,660万円
広域路線バス運行事業（宇野バス美作線減便対応） 1,525万円
行政推進事業 4,588万円
防犯対策事業（防犯灯維持管理など） 3,157万円
交通安全対策事業 457万円
参議院議員選挙 2,542万円

民　生　費

敬老事業 1,802万円
老人保護措置事業（短期入所運営） 1,513万円
介護予防・生活支援事業（配食サービスほか） 947万円
地域介護・福祉空間整備事業（地域密着型拠点等施設整備交付金） 1,500万円
障害者支援事業（地域活動支援センター運営など） 7,947万円
自立支援給付費事業（介護給付、訓練等給付） 5億6,043万円
心身障害者医療費 7,114万円
児童手当 7億5,792万円
児童福祉施設運営等（保育園運営など） 10億8,958万円
生活保護費 2億9,325万円

衛　生　費

母子保健事業（妊婦・乳児健診など） 4,663万円
健康増進事業（がん検診、特定健診など） 5,912万円
感染症予防事業（予防接種など） 9,832万円
乳幼児等医療費事業 2億2,158万円
診療所建設事業 4億288万円
ごみ処理施設建設事業 19億2,095万円

農林水産業費

有害鳥獣対策事業（防護柵補助、捕獲補助） 2,370万円
農業経営・生産対策事業（果樹生産振興など） 2,190万円
人・農地プラン推進支援事業（新規就農支援など） 2,775万円
小規模土地改良事業（水路・農道改良など） 1億3,016万円
小規模ため池補強事業 6,700万円
ほ場整備事業 1億78万円
治山林道整備事業 3,723万円
松くい虫等防除事業 3,245万円

商　工　費
商工振興対策事業（商工会補助など） 2,577万円
住宅リフォーム補助事業 2,002万円
観光振興対策事業 2,138万円

土　木　費
道路維持管理事業（市道維持補修など） 9,786万円
道路新設改良事業 1億8,323万円

消　防　費

消防団 7,502万円
各地区消防施設整備 3,408万円
常備消防（高規格救急自動車更新など） 4,426万円
防災費（自主防災組織活動支援など） 871万円

教　育　費

適応指導教室運営事業 1,188万円
学力向上等対策事業（教育支援員増員、学校相談員配置など） 925万円
幼稚園建設事業（ひかり幼稚園） 1億3,273万円
文化財保護事業（備前国分寺跡、両宮山古墳保存整備事業など） 2,278万円

公　債　費 元利償還金 22億1,101万円

平成25年度一般会計予算の主な事業
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　「出前講座」は、市民の皆さんの健康づくりをお手伝
いするために、市職員（保健師、栄養士など）が、お話の

「出前」をする講座です。
　趣味のサークルや地域での集まり、学校・会社の研修
など、さまざまな学習の機会にぜひご利用ください。

● ご 利 用 案 内 ●
申し込み
できるのは？

主に赤磐市内に在住・在学・在勤している人で構成されている、
原則として10人以上のグループ

講座内容 講座一覧の中からお選びください。

開催時間
原則として、平日の午前９時から午後５時までの間で
１時間程度を予定しています。
開催日時と講座時間は、申し込み時にご相談ください。

会　場 場所は赤磐市内とし、会場の予約や準備、会場使用料・運営費の負担、
当日の受付・進行などは全て皆さんでお願いします。

講師料 講師料は無料です。

申し込み方法 開催希望日の１カ月前までに、申し込み先までご連絡ください。
日時などが決定した後に申込書を提出していただきます。

申込書 担当課でお渡しします。
赤磐市ホームページからもダウンロードできます。

■問い合わせ・申し込み先
　◦山陽地域………赤磐市役所 健康増進課 ☎955-1117

　◦赤坂地域………赤 坂 支 所 健康福祉課 ☎957-4822

　◦熊山地域………熊 山 支 所 健康福祉課 ☎995-1293

　◦吉井地域………吉 井 支 所 健康福祉課 ☎954-1374

食育と検診で
笑顔を広げましょう。

市職員がお話を出前します

出前講座
いきいき 健康づくり

広報あかいわ（平成25年4月号） 8



● 出前講座一覧 ●
小さなことから少しずつ、将来の自分の健康への投資を始めませんか。

種類 番号 テ ー マ 内　　　　　容

大人の
健康に
関するもの

① 食事で
より健康に

「食事バランスガイド」を使ってバランスの良い食
事についてお伝えします。家庭の主婦だけでなく、
単身者も必見です。

② 生活の中に
運動を増やそう

日ごろから意識して運動をこころがけていますか？ 
気にはなってもなかなか…という人に「生活の中で
運動量を増やすコツ」をお伝えします。

③ 腰痛から楽に
なろう 足腰痛の予防・改善方法をお伝えします。

④ よくわかる
高血圧予防

高血圧は大病につながる病気です。高血圧の予防
策をお伝えします。

⑤ よくわかる
脳卒中予防

赤磐市は脳卒中で治療している人が多いです。
予防方法をお伝えします。

⑥ よくわかる
糖尿病予防

糖尿病は合併症が多く生活に困ることをご存じで
すか。予防策をお伝えします。

子どもの
健康に
関するもの

⑦
よくわかる
生活習慣の
見直し

早寝早起き朝ごはんを心がけていますか？
子どもとのやりとりを大切にした生活習慣を見つめ
てみましょう。

⑧ よくわかる
病院のかかり方

体調が悪くなったときの対応と上手な病院への
かかり方についてお伝えします。

その他 ⑨ よくわかる
予防接種

予防接種は自分のため、周りの人のためのもので
す。いつ、どんな予防接種を受けたら効果的かをお
伝えします。

0

5

10

15

20

25

30

35

40
（%）

（年齢）

27.1

40～64 男 40～64 女

肥満の人の割合
36.1

15 14.7 15.9
14

■ 平成19年
■ 平成23年
■ 目標値

（平成23年度健康増進計画中間評価より）

●知っていますか？ 赤磐市の現状

肥満の人が多い！
⬇

脳卒中で治療中の
人が多い！
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■各検診内容および対象年齢
検診名 実施期間 対象年齢 自己負担額 検診内容 備　　考
胃がん
検診 4月～6月 40歳以上 900円 バリウムによるレントゲン撮影（胃

透視）

子宮がん
（頸がん）

検診
6月～10月 20歳以上女性 （集団）

500円

医師による触診・内診、子宮頸部
細胞診（※個別検診での自己負
担額は担当課にお問い合わせく
ださい）

日曜日にも検診日を設けています。今年度よ
り医療機関での個別検診を実施します。個別
検診委託機関は広報あかいわ6月号でお知ら
せします。

乳がん
検診 7月～10月

30歳以上女性 500円 医師による視触診 個別検診委託機関は広報あかいわ6月号で
お知らせします。

40歳代女性 1,000円 マンモグラフィ（レントゲン2方向）
検査★

市で実施する視触診検査（平成25年度）を受
診した人が対象になります。マンモグラフィの
みの受診はできません。個別検診委託機関は
広報あかいわ6月号でお知らせします。50歳以上女性 500円 マンモグラフィ（レントゲン1方向）

検査★

40歳代女性 2,000円 医師による視触診とマンモグラフィ
（レントゲン2方向）検査《併用》★ 視触診とマンモグラフィが一度に受診できま

す。個別検診委託機関は広報あかいわ6月号
でお知らせします。50歳以上女性 1,500円 医師による視触診とマンモグラフィ

（レントゲン１方向）検査《併用》★

肺がん
検診 8月～10月

40歳以上
無料 胸部レントゲン間接撮影 65歳以上の人は結核検診と同時に実施

500円 喀たん検査（たん中のがん細胞
の検査）★

結核検診 65歳以上 無料 胸部レントゲン間接撮影

大腸がん
検診 8月～9月 40歳以上 500円 検便（2日分）による潜血反応検査

過去2年間に1度でも受診された人には、問診
票兼受診票と一緒に「検査セット」を同封して
います。「検査セット」のない人は担当課窓口
や胃がん検診などの会場でお渡しします（代
理の人でも可）。検診会場のほかに各課担当
窓口でも受け付けができる日があります。

前立腺
がん検診 10月～11月 50歳以上男性 700円 血液検査（ＰＳＡ値測定）★ 特定健康診査などと同時実施（集団検診の

み）。前立腺がん検診のみでも受診できます。

肝炎
ウイルス

検査
6月～12月

40歳以上70歳以
下の人でこの検
査を今まで受け
たことのない人

（集団）
BC両方 600円
Bのみ 100円
Cのみ 500円

血液検査（HCV抗体・HBs抗原）
（※個別検診での自己負担額は
担当課にお問い合わせください）

特定健康診査などと同時実施。肝炎ウイルス
検査のみでも受診できます。個別検診委託機
関は広報あかいわ6月号でお知らせします。

●検診対象年齢は、年度末（平成26年3月31日付）年齢です。　●平成25年度中（平成26年3月31日まで）に70歳以上になる人は無料です。
★乳がん（マンモグラフィ）検診・喀たん検査・前立腺がん検診は、問診票の事前配布はありません。検診会場に問診票を準備していますので、会場でご記入ください。

　

今
年
度
も
市
で
は
下
記
の
と
お

り
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い

日
程
や
検
診
会
場
・
受
付
時
間
な

ど
は
「
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
過
去
２
年
間
の
う
ち
に

１
度
で
も
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

人
に
は
、
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が

ん
検
診
・
肺
が
ん
と
結
核
検
診
・

子
宮
が
ん
（
頸
が
ん
）
検
診
・
乳

が
ん
（
視
触
診
）
検
診
の
受
診
票

兼
問
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
票
兼
問
診
票
が
届

い
て
い
な
い
人
で
も
検
診
対
象
の

条
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
受
診
で
き

ま
す
。
事
前
に
担
当
課
窓
口
へ
お

申
し
出
い
た
だ
く
か
、
直
接
検
診

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

各
検
診
に
は
注
意
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
下
記
の
表
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
赤
磐
市
の
死
因
の
第
１
位
は
が
ん
で
す
。
日
本
人
の
２
人
に

１
人
が
、が
ん
に
か
か
り
ま
す
。
が
ん
は
特
別
な
病
気
で
は
な
く
、皆
さ
ん
の

周
り
で
も
起
こ
り
う
る
病
気
で
す
。
と
こ
ろ
が
、７
割
の
人
が
が
ん
検
診
を
受

け
て
い
ま
せ
ん
。

　
が
ん
は
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
早
く
発
見
し
、適
切
な
医

療
を
受
け
る
こ
と
で
死
亡
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
で
検
診
を
個
人
で
受
診
す
る
と
自
己
負
担
が
高
く
な
り

ま
す
が
、
市
の
検
診
で
は
自
己
負
担
が
少
な
く
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
切
な
人
、
自
分
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

◦
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
７

◦
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
５
７
）
４
８
２
２

◦
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
９
５
）
１
２
９
３

◦
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
５
４
）
１
３
７
４
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■予防接種委託医療機関一覧表
医療機関名 電話番号 子宮頸がん ヒブ 小児肺炎球菌

あかいわファミリークリニック ☎955-9251 ○ ○ ○

うえの内科小児科医院 ☎956-0505 ○ ○ ○

片山医院 ☎086-229-2166 ○

小坂内科医院 ☎955-3344 ○

こやま小児科 ☎958-5056 ○ ○ ○

桜が丘クリニック ☎955-8025 ○ ○ ○

山陽クリニック ☎955-7111 ○ ○ ○

戸田小児科医院 ☎955-3121 ○ ○ ○

ふよう内科クリニック ☎955-7110 ○

山本クリニック ☎955-8868 ○

吉井医院 ☎955-5515 ○ ○ ○

越宗医院 ☎957-3035 ○

桜井内科 ☎957-3012 ○

道満医院 ☎957-2111 ○

戸川クリニック ☎957-3057 ○ ○

森医院 ☎957-2400 ○

景山医院 ☎995-2299 ○ ○ ○

さくら整形クリニック ☎995-9720 ○

佐伯北診療所 ☎954-2032 ○ ○ ○

米井医院 ☎954-0550 ○ ○ ○

■
委
託
医
療
機
関

　

市
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関

は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。
ま

た
、
県
内
の
協
力
医
療
機
関
で
も

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
持
参
品

◦
住
所
お
よ
び
年
齢
の
確
認
が
で

き
る
も
の

◦
母
子
手
帳

〈
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
〉

■
対
象
者

　

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

の
女
子

※
子
宮
頸
が
ん
助
成
券
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
か
ら
助
成
券
を
発

行
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25

年
度
か
ら
助
成
券
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
す
で
に
接
種
を
受
け

て
い
る
人
は
残
り
の
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
回
数　
３
回

〈
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

　
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
〉

■
対
象
者

　

生
後
２
カ
月
か
ら
５
歳
未
満
の

小
児

■
接
種
回
数

　

接
種
開
始
年
齢
に
よ
っ
て
接
種

回
数
が
変
わ
り
ま
す
。
医
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
平
成
25
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
任
意
予
防
接
種
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

い
た
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
３
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
予
防
接

種
に
な
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
予
防
接
種
は
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
体
調
の
良
い
と
き
に
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

◦
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
７
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聴
覚
障
害
者
な
ど
の
社
会
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、
手
話
の

入
門
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
手

話
に
関
心
の
あ
る
人
や
勉
強
し

て
み
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
こ
の
講
座
は
初
心

者
対
象
で
、
楽
し
く
手
話
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
９
日
㈭
開
講

　
毎
週
木
曜
日
（
全
20
回
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

※
５
月
16
日
㈭
は
オ
ー
プ
ン
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
を

体
験
し
て
み
た
い
人
は
１
回

だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

■
場
所
／
中
央
公
民
館

■
対
象
者
／
市
内
在
住
・
在
勤

の
18
歳
以
上
の
人

■
内
容
／
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座　
入
門
課
程

■
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
／
無
料
（
教
材
代
な

ど
実
費
は
個
人
負
担
）

■
申
込
期
間
／
４
月
26
日
㈮
ま

で
■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

社
会
福
祉
課

　
FAX
（
９
５
５
）
１
１
１
８

　

犯
罪
被
害
者
の
声
に
耳
を
傾

け
る
と
と
も
に
地
域
の
力
に
よ

る
支
援
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、

支
援
員
養
成
講
座
を
開
催
し
支

援
員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
講
座
日
程
／
４
月
27
日
㈯
〜

６
月
22
日
㈯
（
全
６
回
）

■
場
所
／
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ（
岡

山
市
北
区
南
方
２︲

13︲

１
）

■
定
員
／
50
人

■
応
募
資
格
／
資
格
は
問
い
ま

せ
ん
。

■
受
講
料
／
１
万
２
千
円
（
資

料
代
を
含
む
）

■
応
募
方
法
／
所
定
の
養
成
講

座
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
／
４
月
19
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
㈳
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

お
か
や
ま
・
支
援
員
募
集
係

　
岡
山
市
北
区
蕃
山
町
１︲
20　

岡
山
県
開
発
公
社
ビ
ル
１
階

　
☎
０
８
６（
２
２
３
）５
５
６
４

　
FAX
０
８
６（
２
０
１
）５
５
６
４

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
（
受
講
者
が
少
数
の
場

合
、
や
む
を
得
ず
中
止
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
）。

■
日
時
／
４
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
本
部
会

議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
４
月
19
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

区
・
町
内
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

企
業
、
行
政
な
ど
の
多
様
な
主

体
が
互
い
に
支
え
合
う
仕
組
み

を
構
築
し
、
協
働
し
て
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
事
業
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
／
４
月
１
日
㈪
〜

５
月
８
日
㈬

■
応
募
資
格
／
５
団
体
以
上
で

構
成
す
る
多
様
な
主
体
グ

ル
ー
プ
（
区
・
町
内
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
株
式
会
社
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
）

■
事
業
概
要

•
補
助
率
…
10
分
の
10
以
内

•
補
助
基
準
額
…
１
事
業
あ
た

り
２
０
０
万
円
が
上
限

■
事
業
選
定
方
法
／
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
な
ど
を
実

施
し
、
審
査
結
果
に
基
づ
き

選
定

※
こ
の
事
業
は
、
岡
山
県
の
平

成
25
年
度
当
初
予
算
成
立
を

条
件
と
す
る
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
県
庁
県
民
生
活
交
通
課

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
２
８
７

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

　

http://w
w

w
.pref.okayam

a.
jp/page/308282.htm

l

■電話番号一覧 ※情報ボックス内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷環境課…………………☎ 955-5347

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷市民生活課……………☎ 957-4823

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷市民生活課……………☎ 995-1214

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷市民生活課……………☎ 954-1183

●教育委員会
　▷熊山分室………………☎ 995-1360

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

楽
し
い
手
話
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●
募
集

２
０
１
３
年
度

被
害
者
支
援
員
養
成
講
座

●
募
集

多
様
な
主
体
の
協
働
に
よ
る

地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て

広報あかいわ（平成25年4月号）12
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

　
和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
、
次

の
日
程
で
休
業
し
ま
す
。
こ

の
期
間
は
、
収
集
と
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
休
業
日
／
５
月
３
日
㈮
〜

５
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

•
和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合

　
☎
０
８
６
９（
９
２
）０
８
０
９

和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
休
業
日

　

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

地
域
の
道
路
や
河
川
な
ど
を
愛

着
と
責
任
を
も
っ
て
清
掃
美
化

す
る
「
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

環
境
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

⑴
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
４
年
４
月
1
日
生
ま
れ
の

人
⑵
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
次
に
当
て
は
ま
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
と
平

成
26
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
当
て
は
ま

る
人
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

■
採
用
予
定
数
／
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

※
採
用
予
定
数
は
変
動
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新

情
報
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
／
原
則
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
〉

　
http://w

w
w

.jinji-shiken.
go.jp/juken.htm

l
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

が
で
き
な
い
場
合
は
、
受
験

申
込
書
を
第
１
次
試
験
地
に

対
応
す
る
国
税
局
に
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
４
月
１

日
㈪
午
前
９
時
〜
11
日
㈭

※
４
月
11
日
㈭
ま
で
に
申
し
込

み
デ
ー
タ
を
受
信
完
了
し
た

も
の
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

•
郵
送
・
持
参
…
４
月
１
日
㈪

〜
２
日
㈫

※
４
月
２
日
㈫
ま
で
の
通
信
日

付
印
有
効

■
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先

•
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
〒
７
３
０︲

８
５
２
１

　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６︲

30

　
☎
０
８
２（
２
２
１
）９
２
１
１

•
瀬
戸
税
務
署
総
務
課

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）１
１
５
５

〈
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

　

http://w
w

w
.nta.go.jp

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業

な
ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家

族
の
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
健
康

保
険
で
す
。

　
今
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
の
保
険
料
率
は
、
10
・
06

㌫
の
ま
ま
で
据
え
置
き
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
率
に
つ

い
て
も
１
・
55
㌫
で
据
え
置
き

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　
☎
０
８
６（
８
０
３
）５
７
８
０

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

　

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

　
山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
み

の
り
荘
」
は
、
平
成
25
年
４
月

か
ら
、
休
館
日
を
水
曜
日
に
変

●
募
集

「
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体
」募
集

更
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
休
館
し
て
い
た
土

曜
日
は
、「
ふ
れ
あ
い
の
時
間
」

と
し
て
、
市
内
の
60
歳
未
満
の

人
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
休
館
日
変
更
は
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
行
う
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
開
館
日
／
木
曜
日
〜
火
曜
日

■
休
館
日
／
水
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始

■
開
館
時
間

•
老
人
福
祉
施
設

　
（
正
面
玄
関
を
入
っ
て
左
側
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

•
入
浴
関
連
施
設

　
（
正
面
玄
関
を
入
っ
て
右
側
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分

※
た
だ
し
、
入
浴
に
つ
い
て
は

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分

★
ふ
れ
あ
い
の
時
間
（
市
内
の
60

歳
未
満
の
人
が
入
浴
で
き
る
時
間
）

•
土
曜
日
・
日
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分

•
木
曜
日
〜
火
曜
日

　
午
後
４
時
〜
午
後
６
時
30
分

※
夏
時
間
と
し
て
７
月
か
ら
９

月
ま
で
の
３
カ
月
間
は
、
す

べ
て
の
施
設
で
閉
館
時
間
を

１
時
間
延
長
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎（
９
５
５
）３
７
３
２

●
募
集

国
税
専
門
官
募
集

●
お
知
ら
せ

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
の

保
険
料
率
は
据
え
置
き
で
す

●
お
知
ら
せ

山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
み
の
り
荘
」休
館
日
の
変
更
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●絵本はともだち 毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい 毎週土曜日 午前10時30分～11時、毎月第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●リサイクルＢＯＯＫフェア 19日㈮～21日㈰ 午前10時～午後6時
●きらり☆しあたー 大人版（映画上映会「スープ・オペラ」） 20日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（子ども向け民話の語り） 21日㈰ 午後2時～2時30分

●ブックんのおはなしかい 6日㈯・20日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい 10日㈬・24日㈬ 午前11時～11時20分
●リサイクルＢＯＯＫフェア 19日㈮～21日㈰ 午前10時～午後6時

●なかよしタイム 9日㈫ 午前10時～正午
●リサイクルＢＯＯＫフェア 19日㈮～21日㈰ 午前10時～午後6時
●おはなしのおへや 20日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなし会 13日㈯・27日㈯ 午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ 19日㈮ 午前10時～正午
●リサイクルＢＯＯＫフェア 19日㈮～21日㈰ 午前10時～午後6時

●無料観望会　20日㈯ 午後7時～10時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）
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加
齢
や
病
気
で
飲
み
込
み
に

く
く
な
っ
た
と
き
、
食
事
の
工

夫
や
食
事
の
と
り
方
の
工
夫
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、

自
分
は
ど
う
す
る
か
？ 
み
ん
な

で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
テ
ー
マ
／
ム
セ
は
じ
め
た
ら
考

え
る
今
後
の
人
生
〜
嚥え

ん
げ
し
ょ
く

下
食
っ

て
何
？ 

胃
ろ
う
っ
て
何
？ 

〜

■
日
時
／
４
月
13
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
受
付
…
午
後
１
時
30
分
〜
）

■
場
所
／
中
央
公
民
館
２
階　

大
集
会
室

■
内
容
／
講
話
『「
病
院
の
栄
養
士

が
考
え
た
お
い
し
い
嚥
下
食
レ
シ

ピ 

い
っ
し
ょ
に
食
べ
よ
！
」
の
著
者

と
考
え
る
嚥
下
食
と
胃
ろ
う
』

■
講
師
／
赤
磐
医
師
会
病
院　

柚
木　
直
子　
内
科
医
長

　
ほ
か
…
看
護
師
・
管
理
栄
養
士

※
飲
み
込
み
や
す
い
お
茶
と
お
菓

子
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切
日
／
４
月
５
日
㈮

■
主
催
／
赤
磐
胃
ろ
う
と
栄
養

の
研
究
会
・
赤
磐
医
師
会
病

院
Ｐ
Ｅ
Ｇ
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
赤
磐
医
師
会
病
院
地
域
医
療

連
携
室
（
担
当
…
青
山
・
松
岡
）

　
☎（
９
５
５
）６
６
８
８

●
お
知
ら
せ

第
１
回 

胃
ろ
う
と
栄
養
研
究
会

～
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

　
１
９
５
４
年
10
月
に
刊
行
さ

れ
た
詩
集
『
山
上
の
死
者
』
に

は
、
女
性
性
を
と
ら
え
た
詩
や

自
然
の
中
に
あ
る
「
私
」
を
書

い
た
詩
に
加
え
、
社
会
へ
の
ま

な
ざ
し
を
も
つ
詩
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
展
示
で
は
、
そ
れ
ら
の

詩
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

清
子
の
迷
い
や
悩
み
、
そ
し
て

書
こ
う
と
し
て
い
た
美
の
世
界

や
い
の
ち
の
姿
を
探
っ
て
い
き

ま
す
。

■
開
催
期
間
／
４
月
10
日
㈬
〜

７
月
28
日
㈰

■
場
所
／
永
瀬
清
子
展
示
室
（
く
ま

や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
）

■
開
館
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

■
入
場
料
／
無
料

■
休
館
日
／
月
曜
日

■
問
い
合
わ
せ
先

•
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　
赤
磐
市
出
身
で
日
本
を
代
表

す
る
詩
人
永
瀬
清
子
の
詩
を
は

じ
め
、
現
代
詩
の
作
品
を
味
読

し
ま
す
。
詩
を
朗
読
し
た
り
、

書
い
た
り
、
ゆ
か
り
の
場
所
に

出
か
け
た
り
し
な
が
ら
、
日
々

の
生
活
か
ら
よ
ろ
こ
び
を
発
見

し
、一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

展
示
見
学
や
特
別
講
師
の
講
演

な
ど
も
あ
り
、
も
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
詩
を
味
わ
っ
て
い
き

ま
す
。

■
講
師
／
髙
田
千
尋（
詩
誌『
黄

薔
薇
』
代
表
、
日
本
現
代
詩

人
会
会
員
）

■
日
時
／
毎
月
１
回
・
原
則
第

２
金
曜
日
、
午
後
２
時
〜
４

時
（
初
回
は
５
月
10
日
）

■
場
所
／
熊
山
公
民
館

■
対
象
／
一
般
（
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
）

■
募
集
人
数
／
20
人（
先
着
順
）

■
申
込
期
間
／
４
月
１
日
㈪
〜

４
月
26
日
㈮
ま
で

■
参
加
費
／
年
額
１
０
０
０
円

（
別
途
実
費
負
担
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

現
代
詩
講
座

　「
詩
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

永
瀬
清
子
展
示
室
企
画
展

 

「
山
上
の
死
者
―
迷
え
る
魂
の
詩
」
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

ザ・コラム
 The Column

●
わ
た
し
の
あ
な
た
の
健
康　
［ 

第
76
回 

］

健
康
増
進
課

　
春
は
進
学
や
入
学
、
就
職
な
ど
新
し

い
環
境
で
新
し
い
こ
と
を
ス
タ
ー
ト
す

る
時
期
で
す
ね
。
春
か
ら
何
か
新
し
い

こ
と
を
始
め
る
と
い
う
人
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
新
し
い
こ
と
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ

た
り
現
在
の
食
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

〈
朝
ご
は
ん
か
ら

　
　
　
　
見
直
す
生
活
リ
ズ
ム
〉

　
１
日
３
食
の
食
事
は
健
康
的
な
食
生

活
の
基
本
で
す
。
朝
ご
は
ん
は
１
日
の

リ
ズ
ム
を
作
り
、
体
と
脳
が
活
動
す
る

た
め
の
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。

◇
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
メ
リ
ッ
ト

　
や
る
気
や
集
中
力
が
あ
が
る
・
生
活

の
リ
ズ
ム
が
整
う
（
体
内
時
計
が
整

う
）・
お
通
じ
が
よ
く
な
る
・
運
動
能
力

が
向
上
す
る
。

◇
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト

　
午
前
中
頭
が
ボ
ー
ッ
と
す
る
・
力
が

出
な
い
・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。

〈
太
ら
な
い
体
質
に

　
　
　
変
わ
る
た
め
の
食
習
慣
〉

◇
ス
ト
ッ
プ 

甘
い
も
の
！

　
糖
質
を
取
り
す
ぎ
る
と
、
体
の
中
で

中
性
脂
肪
の
合
成
が
促
進
さ
れ
、
ま
す

ま
す
太
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
お
菓
子

な
ど
を
食
べ
る
前
に
は
、
ゆ
っ
く
り
お

茶
や
お
水
を
の
ん
で
食
べ
過
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

◇
ス
ト
ッ
プ 

早
食
い
・

　
　
な
が
ら
食
い
・
ま
と
め
食
い
！

　
早
食
い
は
満
腹
に
な
る
前
に
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
な
が
ら
食

い
は
自
分
の
摂
食
量
を
自
覚
で
き
ず
食

べ
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

ま
と
め
食
い
は
長
時
間
空
腹
が
続
く
た

め
、
食
べ
た
も
の
が
吸
収
さ
れ
や
す
く

脂
肪
も
た
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
朝
食
・
昼
食
・
夕
食
の
時
間
を
決
め

て
、
食
事
を
と
る
と
き
は
ゆ
っ
く
り
よ

く
か
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◇
ス
ト
ッ
プ 

夜
食
・
夜
の
間
食
！

　
夜
は
、
副
交
感
神
経
が
優
位
に
働
く

た
め
、
腸
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、
栄

養
を
吸
収
・
蓄
積
す
る
た
め
、
太
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
夕
食
は
遅
く
と
も
夜
８
時
ま

で
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

夕
食
が
遅
く
な
る
と
き
は
、
夕
方
に
お

に
ぎ
り
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
炭
水
化

物
の
主
食
を
と
り
、
帰
宅
後
は
軽
め
に

お
か
ず
の
主
菜
や
副
菜
を
と
る
な
ど
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

食
習
慣
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
？

●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す　
［ 

第
10
回 

］

　
高
齢
に
な
り
、
認
知
症
な
ど
で
判
断

能
力
が
衰
え
た
場
合
、「
成
年
後
見
制

度
」
を
利
用
し
て
、
後
見
人
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
成
年
後
見
制
度
」
は
財
産
の
管
理

や
、
不
当
契
約
、
悪
質
商
法
の
被
害
に

遭
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
権
利
と
財
産

を
守
る
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
た
と
え
ば
…

◦
訪
問
販
売
被
害
な
ど
に
繰
り
返
し

あ
っ
て
し
ま
い
、
財
産
の
管
理
が
心

配
に
な
っ
て
き
た
。

◦
一
人
暮
ら
し
が
不
安
。
難
し
い
書
類

が
書
け
な
く
な
り
、
自
分
の
代
わ
り

に
施
設
を
選
ん
で
契
約
し
、
今
後
の

見
守
り
も
し
て
欲
し
い
。

◆
利
用
で
き
る
の
は
ど
ん
な
人
？

　
対
象
者
は
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能

力
が
不
十
分
な
人
で
す
。
能
力
に
応
じ

て
「
補
助
」「
保
佐
」「
後
見
」
の
３
類

型
が
あ
り
ま
す
（
判
断
能
力
が
あ
る
段

階
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
備
え
る
後
見
制

度
と
し
て
「
任
意
後
見
制
度
」
も
あ
り

ま
す
）。

◆
な
に
を
し
て
く
れ
る
の
？

　
家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
た
後
見

人
が
本
人
に
代
わ
り
財
産
管
理
や
身
上

監
護
を
行
い
ま
す
。

◦
財
産
管
理
と
は
…
通
帳
の
管
理
や
不

動
産
の
管
理
や
処
分
な
ど
、
本
人
の

年
金
や
資
産
を
適
正
に
管
理
し
ま

す
。

◦
身
上
監
護
と
は
…
介
護
契
約
や
施
設

入
所
契
約
、
入
院
手
続
き
や
費
用
の

支
払
い
な
ど
、
本
人
の
身
上
の
お
世

話
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
、
市
で
は
市
民
後
見
人
を
養
成

し
、
後
見
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

よ
う
取
り
組
み
を
行
う
予
定
で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

◦
本
庁
（
赤
磐
市
役
所
介
護
保
険
課
内
）

　
☎ （
９
５
５
）
１
４
７
０

◦
赤
坂
分
室 （
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
内
）

　
☎ （
９
５
７
）
４
８
２
２

◦
熊
山
分
室 （
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
内
）

 　
☎
（
９
９
５
）
２
３
５
０

◦
吉
井
分
室
（
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
内
）

　
☎
（
９
５
４
）
１
１
１
２

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
～
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
～
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
に
ち
な
ん
で
、
水
曜

日
に
15
分
以
上
運
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
は
「
山
陽

ア
リ
ス
」
で
す
。
毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
か
ら
２
時
間
、
赤
坂

体
育
セ
ン
タ
ー
で
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
し
て
い
ま
す
。
約
30
年
間

活
動
を
続
け
て
い
て
、
メ
ン
バ

ー
は
現
在
14
人
で
す
。
普
段
の

練
習
で
は
冗
談
も
飛
び
交
い
、

明
る
く
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と

が
長
く
続
く
秘
け
つ
で
す
。

　

本
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
を
希
望

す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
運
動
の
内

容
・
場
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
（
９
５
５
）
４
４
３
２

山陽アリス

プ
チ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
⑨

㊤
男
子
の
部
優
勝
の
小
林・池
上
ペ
ア

㊦
女
子
の
部
優
勝
の
金
光・瀧
本
ペ
ア

　

2
月
16
日
か
ら
19
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
「
第
68
回

国
民
体
育
大
会
（
あ
き
た
鹿

角
国
体
２
０
１
３
）
冬
季
大

会
」
に
、
岡
山
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
赤
磐
市
在
住
選

手
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
ス
キ
ー
競
技
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年
男
子
Ｃ

◦
和
田
慎
介
（
桜
が
丘
西
10
）

第
68
回
国
民
体
育
大
会

冬
季
大
会
出
場
者

第
16
回
赤
磐
市
卓
球
大
会

■
開
催
日
／
１
月
27
日

■
場
所
／
高
陽
中
学
校
体
育
館

■
参
加
者
／
１
２
０
人

■
大
会
結
果

〈
団
体
戦
〉

◦
優　

勝
…
山
陽
卓
親
Ｂ
（
三
宅
・

山
野
・
中
尾
・
石
原
）

◦
準
優
勝
…
山
陽
卓
親
Ａ
（
横
山
・

藤
原
・
三
佐
和
・
古
米
・
横
道
）

◦
第
３
位
／
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ

Ｃ
︲
Ａ
（
児
子
・
中
山
・
藤
田
・

紅
）、
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
︲

Ｂ
（
国
岡
・
塩
見
・
下
森
・
西
川
）

〈
個
人
戦
Ａ
ク
ラ
ス
〉

◦
優　

勝
…
三
宅
拓
美（
山
陽
卓
親
）

◦
準
優
勝
…
横
山　

正（
山
陽
卓
親
）

◦
第
３
位
…
児
子
修
二
（
さ
く
ら
が
お
か

Ｔ
Ｔ
Ｃ
）、
古
米
功
樹
（
山
陽
卓
親
）

〈
個
人
戦
Ｂ
ク
ラ
ス
〉

◦
優　

勝
…
妹
尾
宗
樹（
桜
が
丘
中
）

◦
準
優
勝
…
大
隅
勇
人（
山
陽
卓
親
）

◦
第
３
位
…
松
田
拓
朗（
白
陵
中
）、

西
山
倖
樹
（
桜
が
丘
中
）

☆
敗
者
復
活
戦
優
勝
／
大
塚
康
正

（
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

〈
個
人
戦
初
心
者
ク
ラ
ス
〉

◦
優　

勝
…
久
野
浩
子
（
山
陽
公
民
館
）

◦
準
優
勝
…
山
本
友
廣
（
さ
く
ら
が
お
か

Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

◦
第
３
位
…
南　

京
録
（
オ
レ
ン

ジ
）、
原
田
慎
二
郎
（
白
陵
中
）

☆
敗
者
復
活
戦
優
勝
／
楠
原
健
二

（
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

第
２
回
赤
磐
市
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

Ｎ
Ｏ
１
決
定
戦
（
Ａ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
）

　

市
内
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
在

籍
す
る
生
徒
が
す
べ
て
集
ま
り
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
競
い
合
い
ま
し
た

■
開
催
日
／
２
月
２
日
（
男
子
）、

２
月
３
日
（
女
子
）

■
場
所
／
熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

■
参
加
者
／
市
内
中
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
員
（
赤
坂
中
、磐
梨
中
、

高
陽
中
、
桜
が
丘
中
、
吉
井
中
）

■
大
会
結
果

〈
男
子
の
部
〉

◦
優　

勝
…
小
林
隆
太
・
池
上
資

樹
（
桜
が
丘
中
）

◦
準
優
勝
…
萩
野　

海
・
金
光
修

人
（
磐
梨
中
）

◦
第
３
位
…
棚
田
雄
介
・
西
俣
孝

一
（
桜
が
丘
中
）

〈
女
子
の
部
〉

◦
優　

勝
…
金
光
華
子
・
瀧
本
晏

奈
（
磐
梨
中
）

◦
準
優
勝
…
野
上
彩
香
・
友
次
有

沙
（
赤
坂
中
）

◦
第
３
位
…
村
上
亜
美
・
河
田
和

佳
奈
（
高
陽
中
）

合
気
道
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

　

合
気
道
は
勝
負
に
勝
つ
こ
と
を

目
標
と
す
る
格
闘
技
と
違
い
、
試

合
を
行
わ
な
い
日
本
武
道
で
す
。

　

礼
節
を
第
一
と
す
る
道
場
に

は
、
楽
し
い
な
が
ら
も
凛り

ん

と
し
た

空
気
が
あ
り
、
体
に
過
度
な
負
担

を
か
け
ず
柔
軟
に
心
と
体
を
鍛
え

て
い
き
ま
す
。

　

幼
児
か
ら
青

少
年
は
礼
節
を

知
り
鍛
錬
の
た

め
、
女
性
は
健

康
・
護
身
の
た

め
。
年
齢
・
性
別
・
目
的
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
合
気
道
が
生
涯
武
道
と

言
わ
れ
る
所ゆ

え
ん以
で
す
。

　

公
認
指
導
員
が
責
任
を
も
っ
て

指
導
し
ま
す
。
次
の
時
間
に
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

◦
月
曜
日
…
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

　

熊
山
武
道
館

◦
金
曜
日
…
午
後
７
時
〜
９
時

　

高
陽
中
格
技
場

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
市
合
気
道
協
会　

森
本

　

☎
０
９
０（
２
２
９
４
）３
８
８
９

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
会
の
ご
案
内

　

赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
で

は
、
毎
週
土
曜
日
に
２
会
場
で
誰

で
も
手
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
の
体
験
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
次
の
２
カ
所
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
／
ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
以

下
）、
大
人
（
高
校
生
以
上
）

※
車
い
す
の
人
も
参
加
で
き
ま
す

■
参
加
費
／
用
具
代
５
０
０
円

（
１
日
）
※
初
回
の
み
無
料

■
場
所
・
時
間
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　

岡
本 

☎
０
９
０（
８
７
１
９
）８
７
６
３ 

◦
高
月
公
民
館

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

野
田 

☎
０
９
０（
４
５
７
８
）７
８
９
０ 

※
ま
た
吉
井
地
区
で
も
４
月
の
毎

週
木
曜
日
に
体
験
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◦
吉
井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ

　

☎（
９
５
４
）２
３
２
３

結　
果

お
知
ら
せ
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図書館通信
LIBRARY NEWS

『スープ・オペラ』（119分）
　30数年いっしょに暮らしていた叔母のトバちゃんが
家を出て行き、ルイの心にぽっかりと穴があく。ある日
へんなオジサン（トニーさん）が家にころがりこんでく
る。さらに妙に明るい若者（康介）も同居することに。そ
してルイの人生は輝きを増して、回転木馬のようにくる
くると回り始める。たとえかかわった時間が長くても短
くても、恋人であってもなくても、大切な人がいる。
■日時　4月20日㈯　午後2時～
■場所　中央図書館 多目的ホール
■申し込み　不要　　　■参加費　無料

きらり☆しあたー：大人版映画上映会

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月４日）／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。免許証、健康

保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■4月の休館日

赤磐市内全図書館休館日
●各図書館の問い合わせ先

♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

《標語》 たくさん読んで  大きくなあれ
　市内の図書館では、こどもの読書週間の期間中よ
い絵本の展示を行います。お子さんと一緒に、ぜひ手
にとってみてください。絵本とのすばらしい出会いが
あるはずです。
■期間　4月23日㈫～5月12日㈰

○	 第55回 こどもの読書週間

　図書館ボランティアの協力により、毎月第1、第2日
曜日に開かれている「おはなしかい」。5月の第１日曜
日は「こどもの読書週間」にちなんでいつもより時間
を長くして、絵本の読み聞かせのほかに、パネルシア
ター「たまごのなかから」、工作「びっくりばこ」など、盛
りだくさんの内容でお届けします。どうぞお楽しみに！
■日時　5月5日㈰　午後2時～3時
■場所　中央図書館 多目的ホール

こどもの読書週間 おはなしかい

おすすめ本
今月の

　図書館で不用になった雑誌や書籍を差し上げます。
皆さんお誘いあわせの上、お気軽にお越しください。
各館で内容が異なりますので、詳しくは各図書館でお
尋ねください。
※中央図書館のみ、ご家庭で不用になった本をお持

ちいただくこともできます（持ち込みはリサイクル
ＢＯＯＫフェア開催期間中に限ります）。

■期間　4月19日㈮～4月21日㈰

リサイクルＢＯＯＫフェア～中央・赤坂・熊山・吉井図書館～

　18歳以上で図書館に興味のある人、知識や特技を
生かしたい人、ボランティア活動をとおして図書館づく
りに参加しませんか。
■活動内容
・読み聞かせボランティア（子どもたちへ絵本などの

読み語り）〈研修あり〉
・行事ボランティア（図書館主催行事での受付・案内）
・本の整理ボランティア（書架整理や本の修理）
■応募方法
　4月14日㈰までに市内各図書館に備え付けの申請
書に記入の上、申し込んでください。募集終了後、説
明会（5月11日予定）があります（活動内容別の連絡
会もあります）。
　登録期間は平成26年3月31日までです。

平成25年度 図書館ボランティア募集

［児童書］
 でこぼこイレブン チームでいこうよ！
 ●白崎　裕人／作・絵
 ●講談社／出版

［児童書］
 闇を照らす六つの星
 ●小倉　明／著
 ●汐文社／出版

［児童書］
 見習い幻獣学者 ナサニエル・フラッドの冒険④
 ●R.L.ラフィーバース／作
 ●千葉　茂樹／訳　●あすなろ書房／出版

［児童書］
 はじまりのはじまりのはじまりのおわり
 ●アヴィ／作　●トリシャ・トゥサ／画
 ●松田　青子／訳　●福音館書店／出版
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○中央公民館 （下市337／☎955-0069）
○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）
○吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

公民館講座の
ようす

針も糸も使わない手芸教室
ステキな布で“Mｙ”折り財布を作ってみませんか？
■日時／4月20日㈯　午前10時～正午
■講師／歳森　由紀子
■対象／一般　　■参加費／600円
■定員／16人（先着順）
■持ち物／ペンチ、はさみ
■申込開始日／4月1日㈪

ＤＶＤ“まんが作品”を見たり“読書”をする教室
子どもたちの放課後支援を目的に、中央図書館から団
体貸し出し専用の「ＤＶＤ4枚、本50～100冊」を借りて
きますので、みんなで楽しんでください。
■日時／4月3日㈬～20日㈯　午後4時～5時
※火曜日、日曜日は教室を休みます。
■対象／幼児～一般
■参加費／無料（期間中何回でも利用できます）
■定員／なし　　■申し込み／不要

第32回ブルーシャトーコンサート
『お花見の宴』～宴は・苑で・演を・艶に～
■日時／4月13日㈯　午前10時～11時30分
■場所／弥生館前広場
■演奏／箏曲絃伶会、都山流尺八観山会、
　　　　山元雲祥（しの笛）　ほか
■対象／乳幼児～大人　　■入場料／無料
■定員／100人　　■申し込み／不要
※ブルーシートを敷きますが、いす・座布団は各自で持

参してください。

熊山山頂ハイキング
熊山山頂で「熊山神社の春の大祭」が開催されます。熊
山に登って春の芽吹きを感じましょう。〈雨天中止〉
■日時／4月21日㈰　午前8時45分集合（9時出発）
■場所／集合…熊山橋下（くまやま水辺の楽校）
　　　　解散…熊山神社（各自）
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■持ち物／帽子、水筒、弁当（必要な人のみ）
■申込開始日／4月8日㈪

ドキドキ講座「自然観察会」
動植物の観察
石上布都魂神社で動植物を観察してみよう！
■日時／4月20日㈯　午前9時～11時
■場所／石上布都魂神社周辺
■集合場所／石上布都魂神社駐車場
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■持ち物／帽子、水筒、双眼鏡など
■申込開始日／4月8日㈪

●熊山公民館豊田分館 （☎995-1360）

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この講座情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

4月の公民館主催講座のご案内

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
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託児付き講座も
あります

自分力アップや自分磨きに多くの仲間と一緒になって
やりませんか。どしどしご参加ください。
※開催日程は募集時に広報でお知らせします。

◆中央公民館
・年中行事講座（年中行事のしきたりを学ぶ講座）
・男のパン作り（はじめてのパン作りに挑戦する講座）
・おしゃれ（中高年女性のいきいき講座）
・元気もりもり講座（高齢者向け。いくつになっても、

いきいき楽しく若々しく講座） 
・季節のフラワーアレンジ（実ものを取り入れたアレンジ）
・グループ活動活用講座　・季節の和菓子づくり
・パソコン講座
・大人の社会見学
・子育て支援講座
・新春おたのしみ講座
・夏休みこども工作教室
・男塾
・公民館を学ぼう
・エコ講座　・子ども映画会
・文化講演会　・音楽祭

◆高月公民館
・米粉クッキング（米粉を使った料理に挑戦）
・わが里の味料理教室（赤磐の地産・地消とおふくろの

味、ふるさとの味）
・男の料理教室・マジック入門
・こども囲碁将棋教室　・子どものひろば
・民話を楽しむ会　・親子茶道教室
・そば打ち教室　・おいしいパンづくり
・楽しいケーキづくり

◆西山公民館
・おやこの広場（親子遊びの楽しい集まり）
・子ども工作教室（楽しい工作体験）
・お菓子教室（シュークリーム、クリスマスケーキ、桃の

シロップ漬け＆ジャム、チョコレート菓子）
・クラフト教室　・家庭菜園入門　・自然観察
・せん定入門　・そば打ち教室　・放課後支援講座

◆山陽公民館
・子どもの体験活動を支援するボランティアリーダー

養成講座
・おやじのアウトドア教室（野外料理に挑戦！）
・おしゃべりカフェ（月１回お茶を飲みながら気軽にお

しゃべり）

・ブルーシャトーコンサート（月1回定期コンサート）
・親子自然探検隊　・点字教室　・朗読劇
・楽しい映画作り　・和の小物作り
・神楽面の製作　・陶芸教室
・みんなでラジオ体操
・「健康シリーズ」（運動・料理・おはなし）
・子育て講座　・放課後子ども教室

◆熊山公民館
・親子3B体操
・ドキドキ講座（自然観察会）〈毎月開催〉
・野菜スイーツ（地元の野菜を使っておやつを作る）
・薬膳料理　・あかいわ歴史講座
・こども茶道教室　・こども生け花教室
・こども将棋教室　・園芸講座
・世界ふれあい講座 ・夏休みワクワク探検隊
・ノルディックウォーキング ・こどもサッカー
・変わり巻き寿司　・消しゴムはんこ
・うどんづくり体験

◆赤坂公民館
・たんぽぽの会（毎月第2・第4水曜日／季節の行事や

遊び、リトミックと手遊びを通じて、親子・友達との関
わりを学ぶ）

・キッズ工作クラブ（身近なものを材料に「作って遊べ
る」作品作り）

・親子料理教室
・キッズテニスクラブ（ソフトテニス）
・キッズサッカークラブ　・あかさか自然教室
・太鼓打ち教室（毎週木曜日）　・歴史講座
・お菓子教室　・カヌーポロ教室　・工芸教室
・園芸教室　・おりがみ教室　・社会見学
※「たんぽぽの会」「太鼓打ち教室」は4月から始まります。

◆笹岡公民館
・郷土料理教室（地域特産物や季節の素材を生かした

料理作り）
・キッズアートクラブ（絵画作品の制作を通じて表現の

楽しさを味わう講座）
・和の心（伝えていきたい日本の文化・着物）
・童謡・唱歌で遊ぶ　・リサイクルと健康
・そば打ち教室　・介護教室

◆吉井公民館
・出前講座（生活に役立つ勉強会、料理教室）
・親子ふれあい自然楽校（是里の自然中で遊ぶ是里楽

校、伝統行事体験など）
・吉井中学校開放講座（作文教室、源氏物語・百人一首

講座など）
・天文教室　・ふるさと探訪講座　・夏休み学習室

平成25年度の公民館の主催講座のご案内
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●赤磐市の人口 （平成25年3月1日現在）

人 　 口 45,011  人 （ ＋59 ）
男 　 性 21,550 人 （ ＋29 ）
女 　 性 23,461 人 （ ＋30 ）
世 帯 数 17,417 世帯 （ ＋25 ）

※（　）は2月1日との差

●平成25年2月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成25年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（0）
0

（0）
0

（0）
1

（4）
1

（4）
6

（13）
49

（116）
5

（25）
20

（31）
80

（185）
東出
張所

2

（2）
0

（0）
0

（0）
0

（1）
2

（3）
1

（5）
25

（46）
3

（8）
6

（10）
35

（69）

北出
張所

1

（1）
0

（0）
0

（0）
0

（0）
1

（1）
2

（5）
15

（35）
2

（6）
0

（3）
19

（49）

計 3
（3）

0
（0）

0
（0）

1
（5）

4
（8）

9
（23）

89
（197）

10
（39）

26
（44）

134
（303）

●平成25年2月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
25年2月中 74 21 1 1 30 53 
24年2月中 110 33 0 3 39 77 
増        減 -36 -12 1 -2 -9 -24 
25年2月末 153 38 1 3 53 115 
25年2月末 197 64 0 6 81 133 
増        減 -44 -26 1 -3 -28 -18 

●今月の交通標語 「 ちっちゃい手 大きくあげて わたります 」

●4月の税などを期限内に納めましょう

今月はありません

●4月の休日当番医（窓口受付 9：00～17：00）

4月7日㈰ 吉井医院 ☎955-5515

間阪内科 ☎952-1717

14日㈰ 赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

吉井外科医院 ☎952-3331

21日㈰ 三島内科医院 ☎955-5311

赤磐皮膚科形成外科 ☎956-4112

28日㈰ うえおか内科医院 ☎952-5665

あまの耳鼻咽喉科医院 ☎955-8191

29日㈪
米井医院 ☎954-0550

石原医院 ☎952-0162

※■は、㈳赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については3月4日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（※相談は無料で秘密は堅く守られます。）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川進太郎

4月4日㈭
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
鷹取　司

4月17日㈬
10:00～15:00

赤坂支所
別館2階会議室

赤坂支所市民生活課
☎957-2226

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

4月5日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

4月10日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

4月17日㈬
10:00～15:00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2226

4月17日㈬
13:00～15:00

仁美農村振興センター 吉井支所市民生活課
☎954-1183

【多重債務】
随時（土、日、祝日は除く）
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士による電話相談と
して受け付けを行っています。

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

■施設案内
山陽ふれあい公園
冒険の森・ちびっこ広場
　総合遊具のある
スペース。
　長いローラーす
べり台、大きな砂
場、スプリング遊
具、コンクリートト
ンネルがあり、芝
生広場とともに自由にご利用いただけます。
　お天気のいい日には、ぜひお弁当を持ってお越し
ください。
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●4月の検診・定期救急講習など
1 月 ㊡山陽郷土資料館

2 火

3 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

4 木

5 金

6 土 ㊡桜が丘出張所

7 日

8 月 ㊡山陽郷土資料館

9 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

10 水
 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 木

12 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9：45～10：30

★犯罪ゼロの日

13 土 ㊡桜が丘出張所

14 日

15 月 ⃝胃がん検診[山陽地域]
㊡山陽郷土資料館

16 火 ⃝胃がん検診[山陽地域]

17 水
⃝胃がん検診[山陽地域]
⃝2歳6か月児歯科健診(山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

18 木 ⃝胃がん検診[山陽地域]

19 金 ⃝胃がん検診[山陽地域] 

20 土 ㊡桜が丘出張所 ★交通事故・交通違反ゼロの日

21 日

22 月 ⃝胃がん検診[山陽地域]
㊡山陽郷土資料館

23 火 ⃝胃がん検診[山陽地域]
⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12：45～13：15 

24 水 ⃝胃がん検診[山陽地域]
㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

25 木 ⃝胃がん検診[山陽地域]
★交通安全日

26 金 ⃝胃がん検診[山陽地域]
⃝乳児健診・育児相談（吉井保健センター） 受付12：45～13：15

27 土 ㊡桜が丘出張所

28 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防本部2階会議室） 9:00～12:00

29 月 ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

30 火
⃝胃がん検診[山陽地域]
⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

★交通事故・交通違反ゼロの日

●4月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G

海洋センター
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル

ー

ム

屋内プール
10:00

▼
12:00

14:00
▼

16:00

18:30
▼

20:30

10:00
▼

12:00

14:00
▼

16:00

18:30
▼

20:30

1 月 休館日 休館日

2 火 ◯ ◯ 休館日

3 水 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

4 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

5 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

6 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

7 日 ★ ◯ ◯ ◯ ◯

8 月 休館日 休館日

9 火 ◯ ◯ 休館日

10 水 ⃝ ◯ ◯ ◯ ◯

11 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

12 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

13 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

14 日 ◯ ◯ ◯ ◯

15 月 休館日 休館日

16 火 ◯ ◯ 休館日

17 水 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

18 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

19 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

20 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

21 日 ★ ◯ ◯ ◯ ◯

22 月 休館日 休館日

23 火 ◯ ◯ 休館日

24 水 ⃝ ◯ ◯ ◯ ◯

25 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

26 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

27 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

28 日 ◯ ◯ ◯ ◯

29 月 ◯ ◯ ◯ ◯

30 火 休館日 休館日
○屋内プール一般開放　●屋内プール一般開放・水中健康教室
★トレーニングルーム初心者講習実施日
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■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円　
　［トレーニングルーム］ 300円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心
　　者講習修了者に限ります。初心者講習は電話予約
　　が必要です。（受講料400円／再受講料300円）
　　日曜日14:00～、金曜日18:30～
 ◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　［プール］ 高校生以上100円、中学生以下50円　
　［トレーニングルーム］ 100円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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●問い合わせ先／介護保険課介護保険班 ☎955-1116

　平成２５年度介護保険料額は、６月にならなければ所得や市町村民税が確定しないため、それまで決定
することができません。そこで、介護保険法第１４０条に基づき前期（平成２５年４月・６月・８月）を仮徴収期
間とし、仮徴収期間は平成２５年２月分と同じ金額を特別徴収（年金天引き）します。
　所得や市町村民税が確定した後、平成２５年度介護保険料年額決定通知書（７月ごろ）で、前期の金額と
ともに後期（平成２５年１０月・１２月・平成２６年２月）を合わせてお知らせします。

　平成２5年４月・６月で新たに特別徴収（年金
天引き）となる人については、１回分の仮徴収
金額が前年度（平成２4年度）の介護保険料額
の６分の１の額となります。該当者には別途お
知らせします。

介護保険料の算定

＜平成24年度保険料＞ ＜平成25年度保険料＞

平成25年2月に
特別徴収した額

（平成24年度保険料）

25年4月 25年6月 25年8月 25年10月 25年12月 26年2月

← 前　　　期 → ← 後　　　期 →
仮徴収期間 所得･市町村民税確定後に決定した

介護保険料額から、4･6･8月の仮徴
収額を差引きし、3回に分けて徴収

（決定通知書は7月ごろ送付予定）
（※6月に年間の保険料が確定し、前期
と後期で差が大きい場合は8月に特別
徴収する金額を増減して、調整させて
いただくこともあります）

4・6・8月は平成25年2月と同額を仮徴収

新たに特別徴収される人

平成25年度
介護保険料の
仮徴収について

介護保険料特別徴収
（年金天引き）の皆さんへ
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国民健康保険への加入・脱退の
届け出をお忘れなく!!

４月１日から平成２５年度の
国民年金保険料学生納付特例の
申請を受け付けます。

　春は異動の多い時期です。離職や就職したと
きには届け出が必要な場合があります。

■離職したとき
　職場の健康保険の資格がなくなった場合は、次
の①～③のどれかを選びます。

　①今までの健康保険を任意継続する
②家族の健康保険の被扶養者になる
③国民健康保険に加入する

※国民健康保険に加入する場合は職場の健康保
険をやめた証明書、印鑑などが必要です。加入す
る人により必要な書類が違いますので、お問い合
わせください。

■就職したとき
　就職して職場の健康保険に加入したり、その被
扶養者になった場合は、国民健康保険をやめる届
け出が必要です。
※届け出には、職場の健康保険証、国民健康保険

証、印鑑が必要です。職場の健康保険の加入日
以降に国民健康保険証を使用して医療機関など
を受診した場合は、国民健康保険で負担した医
療費を返還していただくことがありますので、ご注
意ください。

■問い合わせ先
・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
・赤坂支所市民生活課　☎957-2222
・熊山支所市民生活課　☎995-1214
・吉井支所市民生活課　☎954-1183

　２０歳以上の人は、学生であっても国民年金に加
入しなければなりません。しかし、学生は一般的に所
得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、
国民年金保険料が猶予される「学生納付特例制
度」があります。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月ま
でですので、年度ごとに申請が必要です。
　なお、学生納付特例が承認された期間は老齢基
礎年金の受給資格期間に算入されますが、年金額
には反映されません。就職などで収入が得られるよ
うになった場合は、将来受け取る年金を増額できる
「追納制度」を利用することをお勧めします。
　また、学生納付特例を利用せずに保険料を未納
のままにしておくと、不慮の事故などで障害が残った

ときに、障害年金を受
け取ることができない
場合がありますので、納付が難しい場合は申請して
ください。
　この制度の申請は、日本年金機構からはがき形式
の申請書が送付されている場合は、はがきを返送す
ることで申請ができます。

■申請に必要な物
　・在学証明書または学生証
　・印鑑

■問い合わせ先
・本庁市民課国保年金班　☎955-1113
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『木造住宅の耐震診断・改修事業』の受付

浄化槽設置補助金

赤磐市営住宅公募・
赤磐市特定公共賃貸住宅公募のご案内

農用地の除外・編入について

　農用地区域の土地は、農業上の利用を確保するため、原
則として宅地などへの転用はできません。やむを得ず転用す
る場合は、農地法に基づく手続きの前に、その土地を農用地
区域から除外する必要があります。除外には次の条件を全
て満たすことが必要です。

①農用地区域外に代替すべき土地がない
②農業上の効率的な利用に支障を及ぼす恐れがない
③ほかの農業者の利用集積などに支障を及ぼす恐れがない
④土地改良施設などが持つ機能に支障を及ぼす恐れがない
⑤基盤整備事業の完了後、8年以上経過した農地である
⑥転用計画の実現の見込みがある
※他法令の許可などの見込めない転用計画は受理でき

ません

　また、都合により編入する場合も申し出が必要です。市で
は4月と10月に除外・編入の申し出を受け付けています。
※申し出があった土地は縦覧できます。
■除外・編入申出受付期間　4月1日㈪~4月30日㈫
■問い合わせ先

・本　庁　農　林　課　☎955-6174
・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
・熊山支所産業建設課　☎995-1217
・吉井支所産業建設課　☎954-1319

　昭和56年5月31日以前の旧建築基準で建てられた建築物
は、一般的に地震に弱いとされており、耐震性の向上が求め
られています。
　市では、地震に強く、安全で安心なまちづくりを推進するた
め、古い基準で建てられた木造住宅の耐震診断を行う人に
対して経費の一部を補助しています。専門家による耐震診
断を受けて、大地震で倒壊する心配がないか確認しましょう。
診断の結果、耐震性が一定の基準に満たない場合は、耐震
改修工事の経費の一部を補助する制度もあります。大地震
に備え、ご自宅の耐震化を進めましょう。
■受付開始日　4月1日㈪
※受付順に審査を行い、補助金の交付決定額が予算額に

達した時点で受付を終了します。
※補助要件や手続きなど、詳しくはお問い合わせください。 
■問い合わせ・申し込み先
　・本庁都市計画課　☎955-1485

　浄化槽設置補助金の申し込みを4月1日㈪から受け付けま
す。
■補助対象者　住居を目的とした建物、または延べ床面積

の2分の1以上を住居として使用する建物に浄化槽を設置
しようとする人

■補助対象地域　公共下水道認可区域と農業集落排水
事業計画区域などを除く地域（市の制度改正により、公共
下水道認可区域の一部が補助対象地域となります。詳し
くはお問い合わせください）

■申込期限　12月27日㈮ 
※申し込み多数の場合は、申込期限より前に締め切ることが

あります。
■問い合わせ・申し込み先
　・本 庁 上 下 水 道 課　☎955-2743
　・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217
　・吉井支所産業建設課　☎954-1366

■募集団地
［赤磐市営住宅］
　・団地名／坂辺（坂辺100）
　・戸数／1戸
　・規格／3DK
　・家賃月額（入居時）／1万3,800円~2万500円

［赤磐市特定公共賃貸住宅］
　・団地名／安岡（坂辺1055番地18）
　・戸数／1戸
　・規格／4LDK
　・家賃月額（入居時）／5万円

■募集期間　4月1日㈪~15日㈪
■申込方法　入居申し込みは本人または家族の人が赤坂

支所産業建設課へ直接申し込んでください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※入居要件については、本庁都市計画課または各支所産業

建設課へお問い合わせください。
■問い合わせ・申し込み先
　・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
■問い合わせ先
　・本 庁 都 市 計 画 課　☎955-1485
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217
　・吉井支所産業建設課　☎954-1366
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就労支援コーナーの開設時間が変わります

中小企業支援制度のお知らせ固定資産税の縦覧・閲覧と納期限

■縦　覧
　平成25年度の固定資産縦覧帳簿の縦覧期間は次のとお
りです。縦覧できるのは固定資産税の納税義務者です。赤
磐市内の固定資産評価格を縦覧することができます。

［縦覧期間］
　4月1日㈪~5月31日㈮　午前8時30分~午後5時15分
　（市役所閉庁日を除く）

［縦覧場所］
　本庁税務課、各支所市民生活課
■閲　覧
　ご本人の課税台帳についての閲覧もできますので、ご自分
の資産の状況をお確かめください。閲覧できるのは固定資産
の所有者・納税管理人および閲覧の委任を受けた人（法人
の場合は、その資産を管理する職にある人および閲覧の委
任を受けた人）です。ご自分の借地・借家物件についても閲
覧できます。
　なお、縦覧期間以外（6月1日以降）は閲覧手数料300円が
必要になります。
■納期限
　平成25年度の固定資産税納期限は次のとおりですので、
よろしくお願いします。
　・第1期…5月31日㈮　　・第2期…7月31日㈬
　・第3期…9月30日㈪　　・第4期…12月2日㈪
■問い合わせ先
　・本庁税務課　☎955-0952

　現在、本庁1階市民コーナー内に開設しています「就労支
援コーナー」の開設時間が、4月5日（金）から変更になります。
ハローワーク和気の職員による職業相談が受けられますの
で、ぜひご利用ください。
■変更後の開設日時
　毎週金曜日　午前10時~正午、午後1時~3時30分
　※金曜日が閉庁日の場合は休みです。
■相談内容　求人情報の提供、職業相談、職業紹介など
■対象者　生活保護受給者、母子家庭の母、障がい者、若

年者、一般求職者など
※雇用保険受給資格者証やハローワークカードをお持ちの

人はご持参ください。
※ご利用前にハローワーク和気まで予約のご連絡をお願い

します。
■問い合わせ先

・ハローワーク和気　☎0869-93-1191

　市では、地域産業の活性化のため、中小企業支援制度
や創業支援制度を設けています。
<中小企業支援制度>
⑴小規模事業者経営改善資金利子補給金（新設）
　赤磐商工会（瀬戸支所を除く）の推薦を受け、㈱日本政策
金融公庫の「小規模事業者経営改善資金（マル経資金）」
を利用した場合、返済利息の一部に補助金を交付します。

（平成25年度~27年度借入分）
※この制度を利用するためには、市への申請が必要ですが、

赤磐商工会がとりまとめて手続きをします。申請に関するこ
とは、赤磐商工会にお尋ねください。

⑵中小企業等展示会出展事業補助金
　市外で開催される展示会や商談会へ出展する場合、補助
金を交付します。
⑶中小企業等専門家派遣事業補助金
　市が指定する専門家派遣事業を利用したときにかかる経
費に補助金を交付します。
⑷中小企業等ホームページ作成支援事業補助金
　情報化を促進し、経営基盤の強化を図るため、新たにホー
ムページを作成、リニューアルする場合、補助金を交付します。
■対象者　中小企業者など（市税の滞納がないこと）
■補助金額
　⑴は約定利息の初回から12回目までの年利1%相当額を
補給、⑵・⑷は対象経費の2分の1、⑶は対象経費の全額（3
回目以降は2分の1）
※⑵は10万円、⑶・⑷は5万円をそれぞれ上限
<創業支援制度>
商工業起業家奨励金
　市内に住所があり、新たに市内で商工業を創業した個人
および法人が、将来にわたり商工業経営を続け、地域商工業
発展の中核者として成長が見込まれる場合、奨励金を交付
します。
■対象者　中小企業基本法第2条に定める中小企業者で

次の条件のどちらかに該当する人
①申請時、赤磐商工会員であり、創業して1年以上を経過

している個人で、市税の滞納がない起業家
②申請時、法人登記を行って1年以上を経過している法人

で、市税の滞納がない起業家
■奨励金額　1件につき20万円
※詳しくはお問い合わせください。また、申請様式は、市ホー

ムページからもダウンロードできます。
■問い合わせ先

・本庁商工観光課　☎955-6175
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赤磐市難聴児補聴器購入費助成制度

４月から市役所に専任手話通訳者を配置します

高齢者福祉サービス
～タクシー券、配食サービス～

　身体障害者手帳の対象とならない軽度・中等度の難聴児
に対する補聴器購入費の助成制度です。
■対象者
　市内に住所があり、両耳の聴力レベルが30デシベル以
上で、身体障害者手帳の対象とならない18歳未満の難聴児

（手帳取得が可能な人は手帳を取得することによって別の
助成制度が受けられます）。 
　なお、本人か世帯員のうち、市町村民税所得割の最多課
税者の税額が46万円以上の場合は対象外となります。
■助成額　補聴器購入費の3分の2（ただし、補聴器の種類

ごとに助成上限額あり）
■問い合わせ先

・本庁社会福祉課　☎955-1115

　聴覚に障害がある人
のコミュニケーション支援
のため、平成25年4月か
ら赤磐市役所社会福祉
課に専任手話通訳者を
配置します。
　市役所の中であれば、
どの課にでも同行し、手
話や筆記で通訳します。
諸手続きに同席して通訳
するほか、ファックスや電
子メールでのお問い合わ
せなどにも対応します。他課に行く前に社会福祉課に寄って
いただくか、用事のある課で手話通訳者が必要なことを伝え
てください。
　また、「悩み」「相談」「知りたい」「聞きたい」とき、どこにた
ずねたらよいのか分からないようなときには、どうぞ遠慮なく、
お申し付けください。
■配置場所　赤磐市役所　社会福祉課 
■配置日　毎週月、水、木曜日（祝日を除く）
■配置時間　午前10時~正午・午後1時~3時
■問い合わせ先
　・本庁社会福祉課
　　☎955-1115／FAX 955-1118 
　　E-mail : shafuku@city.akaiwa.lg.jp

<福祉タクシー券の交付>
　下記対象者の外出の促進を目的にタクシー券の交付を
行っています。
■対象者
　市内に1年以上住所があり、かつ居住している住民税非
課税世帯に属する在宅の人で、次のどれかに該当する人

①75歳以上の人
②1級~3級の身体障害者手帳の交付を受けている人
③療育手帳の交付を受けている人
④1級か2級の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けて

いる人
■サービス内容　1枚で初乗り料金が控除されるタクシー券

を1カ月2枚交付します。
<リフトタクシー券の交付>
　要介護高齢者と重度身体障害者などの外出を支援する
ためにリフトタクシー券の交付を行っています。
■対象者　市内に住所があり、かつ居住している在宅の人

で、寝たきりなどの状態にあり、車いす用のリフトなどを装備
した福祉車両でなければ移送が困難な人

■サービス内容　1枚3,000円のタクシー券を年間に12枚交
付します。

<配食サービス券の交付>
　下記対象者で、希望する人に夕食を配達しています。
■対象者　市内に住所があり、かつ居住している65歳以上

の住民税非課税世帯に属する人
■サービス内容　配食サービス券1枚で1人1日1食（夕食）

の配達料を助成します。
■利用料　1食400円程度（弁当代金実費分）
<全サービス共通事項>
■申請方法　どのサービスも窓口で申請書に記入してくださ

い（印鑑持参）。なお、各券は即日交付できませんので、あ
らかじめ申請してください。

■問い合わせ・申し込み先
・本 庁 社 会 福 祉 課　☎955-1115
・赤坂支所健康福祉課　☎957-4822
・熊山支所健康福祉課　☎995-1293
・吉井支所健康福祉課　☎954-1374
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赤磐市「赤ちゃんの駅」をご利用ください
～登録施設を募集します～ 知ってください！ 発達障害

＜交通安全県民運動前日行事の予定＞
　・日　時／4月5日㈮　午前9時~
　・場　所／赤磐市中央図書館 駐車場
　・内　容／交通安全宣言の後、
　　　　　　あかいわモモちゃんと
　　　　　　一緒に街頭啓発

＜街頭啓発の時間と場所＞
・山陽地域／午前9時40分〜
　　　　　　中国銀行赤磐支店前
・熊山地域／午前10時30分〜
　　　　　　松木交差点
・吉井地域／午後1時30分〜
　　　　　　キャットアイ前
・赤坂地域／午後2時30分〜
　　　　　　赤坂支所前

　4月6日㈯から15日㈪までの10日間、「交通ルール 
守って広げる 無事故の輪」をスローガンに平成25年春
の交通安全県民運動が県下一斉に展開されます。交通
ルールの順守と正しい交通マナーの実践を習慣づける
ことで、交通事故防止の徹底を図りましょう。

＜運動の重点目標＞
①最重点目標（運動の基本）
　・子どもと高齢者の交通事故防止
②重点目標
　・自転車の安全利用の推進
　・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　　正しい着用の徹底
　・飲酒運転の根絶
　・交差点における正しい通行の徹底

●問い合わせ先／くらし安全課 ☎955-2650

平成２５年春の交通安全県民運動 〜 交通ルール 守って広げる 無事故の輪 〜

交通ルールを
守りましょう！

　市では、乳幼児を抱える
保護者の子育てを、地域社
会全体で支援する取り組み
の一環として、赤磐市「赤
ちゃんの駅」事業を推進し
ます。乳幼児を抱える保護
者が外出時に気軽に立ち
寄れ、授乳やおむつ交換が
できる市内の施設を赤磐市

「赤ちゃんの駅」として登録
し、広く周知することで、安
心して外出を楽しめる環境
づくりを目指します。
　赤磐市「赤ちゃんの駅」は、市内の公共施設はもとより、広
く民間施設にも登録を呼びかけ、広報紙やホームページを通
して情報を提供していきます。
　赤磐市「赤ちゃんの駅」に登録いただける施設を現在募集
しています。衛生面と安全面に配慮した上で、次の①または
②の場所の提供が可能な市内の施設・店舗事業主の皆さん
は、赤磐市「赤ちゃんの駅」への登録をお願いします。
■登録基準

①授乳の場の提供ができる
②おむつ交換の場の提供ができる

■問い合わせ・登録申込先
　・本庁子育て支援課　☎955-2635

■「世界自閉症啓発デー」と「発達障害啓発週間」
　4月2日は国連が採択した「世界自閉症啓発デー」であるこ
とを知っていますか。また、4月2日からの一週間は「発達障害
啓発週間」になります。4月2日は東京タワーが青色にライトアッ
プされるなど、さまざまな名所で啓発の取り組みがなされます。
■こんなことはありませんか?

・集団生活になじめない…　
・うちの子、言葉が遅いんだけど…
・動きに落ち着きがなくて困る
・学校の先生から病院を勧められたけど、うちの子
　障害があるの?　　など

■発達障害とは?
　自閉症、アスペルガー症候群などの広汎性発達障害、学
習障害、注意欠陥多動性障害などがあります。脳機能の障
害とされており、原因は特定されていません。
■正しく理解してください
　「発達障害」への理解はさまざまで、まだまだ周囲に誤解さ
れている部分が多いです。障害ゆえに本人なりの努力では
解決できないことも多く、間違った対応によって苦しんでいる
人も多いです。障害を正しく理解し、その人の特性に合った
対応をしていくことができれば、社会に適応し安定した暮らし
もできます。発達障害の理解にご協力ください。
■相談したいと思ったら
　・あかいわ発達障害支援センター　☎086-229-1150
　※相談を希望する場合は電話での予約をお願いします。
■問い合わせ先
　・本庁社会福祉課　☎955-1115
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■大会結果
＜小学１～３年生混成の部＞
　・優　勝／山陽チャレンジャーズ レッド
　・準優勝／ファイヤードラゴン
　・第３位／レインボー☆ガールズ
＜小学４～６年生男子の部＞
　・優　勝／城南スポーツ少年団Ａ
　・準優勝／仁美Ａ
　・第３位／ＦＵＮＮＹ・ＫＩＤＳ
＜小学４～６年生女子の部＞
　・優　勝／リンガールズ
　・準優勝／チュッパチャップス
　・第３位／女子ソフト フレンズＡ
＜一般（中学生以上）男子の部＞
　・優　勝／桜道
　・準優勝／だいちゃんず
　・第３位／猪突猛進
＜一般（中学生以上）女子の部＞
　・優　勝／桜魂
　・準優勝／吉井中 １- Ａ女子
　・第３位／フレンズママ

　2月17日、第13回吉井つちのこ駅伝大会が開催さ
れました。
　大会には、市内外の小学生から大人まで、計38チ
ームが参加。選手は、大きな声援を受けながら、力い
っぱいの走りを見せていました。

３８チームが市内を快走
第13回吉井つちのこ駅伝大会
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　2月3日に100歳を迎えた中村節子さんをお祝いするた
め、翌4日、副市長らが斗有にある自宅を訪問しました。
　市や県からお祝いの花束や賞状が贈られると、節子
さんは「ありがとうございます、もったいないことです」と、
お礼を言いながら受け取っていました。
　節子さんは昭和20年に戦争で夫を亡くしてから、3人
の子どもたちを養うために、実家のある旧久米町（現在
の津山市）で一生懸命働いていたといいます。子どもた
ちが独立した後も同町で一人暮らしをしていましたが、
平成12年に長女のいる斗有へと引っ越しました。現在
はデイサービスや習字、お花の活動を楽しみに生活し
ているそうです。
　節子さんの長寿の秘けつは「感謝の気持ちをもって
日々を過ごす」ことだそうで、この日も「ありがとうござい
ます」と何度も感謝の気持ちを述べていました。

１００歳おめでとうございます
中村節子さん（斗有）

　2月14日、赤磐市男女共同参画団体ネットワークの会
員交流会が赤坂健康管理センターで開かれました。
　この交流会は、登録団体の会員の交流・親睦を目的
に、毎年開催されています。
　今年度は「誰でもできる朗読~みんなで読んでみまし
ょう~」と題して、劇団「おひさま」代表の友次田鶴子さ
んによる講演があり、その後グループに分かれて、朗読
の練習や講演を聞いた感想を話し合いました。
　参加した会員は、ネットワークの活動内容について
理解を深め、各団体からの男女共同参画の推進の必
要性を改めて再確認できたようでした。
　なお、ネットワークは「男女共同参画社会」の実現に
向けて、共に学ぶ仲間を募集しています。詳しくは事務
局までお問い合わせください。

［問い合わせ先］
・本庁協働推進課人権・男女共同参画班 ☎955-1114

「男女共同参画社会」の実現に向けて
男女共同参画団体ネットワーク会員交流会

　2月16日、桜が丘いきいき交流センターで、第8回赤磐市く
らしを考えるつどいを開催しました。
　整理収納アドバイザー・佐藤亮介さんの講演会では「収
納グッズを買わない整理術」など、なるほど! と思うお話がた
くさんありました。参加者からは「早速、実践してみます」とい
う声が聞かれました。
　講演後は、山陽いろは保育園、清風いろは保育園の園
児らによる鼓隊演奏やもちつき大会を行いました。あかいわ
モモちゃんも加わり、元気な演奏とおいしいおもちで会場中
に笑顔があふれました。
　なお、赤磐市消費生活問題研究協議会では、「賢い消
費者を目指そう!」を合言葉に、共に活動する仲間を募集し
ています。詳しくは、事務局までお問い合わせください。

［問い合わせ先］
・本庁くらし安全課くらし安全班 ☎955-2650

今日から「モノもココロもすっきり！」
第8回赤磐市くらしを考えるつどい
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読
者
の

広
場
　

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
６月号は４月１８日㈭が
記事の締め切りです。

　
お
や
じ
た
ち
の
青
春
で
あ
る
「
山
陽
テ

ケ
テ
ケ
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。懐
か
し
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
か
ら
寺
内
タ
ケ

シ
・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
で
す
。た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
般
の
人
の
参
加
も
募
集
中
で

す
。参
加
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
や
じ
た
ち
の
青
春
！ 

山
陽
テ
ケ
テ
ケ
大
会

◆
日
時
／
４
月
28
日
㈰

　
午
前
11
時
30
分
〜

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
大
集
会
室

◆
入
場
料
／
無
料

◆
主
催
／
山
陽
音
響
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
犬
飼
俊
夫

　
☎
０
９
０（
６
８
４
０
）５
５
６
４

催し
　
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
４
月
28
日
㈰　
午
前
11
時
〜

◆
場
所
／
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
芸
能
部
門
の
発
表
会

◆
発
表
グ
ル
ー
プ
／
日
本
琴
、尺
八
、民

赤
磐
市
文
化
協
会
熊
山
支
部 

春
の
文
化
祭

踊
、日
本
舞
踊
、詩
吟
、カ
ラ
オ
ケ
、剣
詩

舞
、社
交
ダ
ン
ス
、大
正
琴
、コ
ー
ラ
ス

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
熊
山
公
民
館

　
☎（
９
９
５
）１
３
６
０

催し
　

毎
年
恒
例
の
岩
神
大
祭
を
開
催
し
ま

す
。「
落
ち
そ
う
で
落
ち
な
い
」こ
と
か
ら

受
験
生
に
人
気
が
あ
る
ゆ
る
ぎ
岩
を
ご
神

体
と
し
た
神
社
で
す
。当
日
は
、も
ち
投
げ

や
模
擬
店
を
行
い
ま
す
の
で
家
族
や
友
だ

ち
を
誘
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
４
月
21
日
㈰　
午
前
10
時
〜

◆
場
所
／
岩
神
神
社
（
※
雨
天
時
は
惣
分

岩
神
大
祭

会
館
に
変
更
）

◆
内
容
／
も
ち
投
げ
、ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、

模
擬
店
（
焼
き
鳥
、フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、

お
も
ち
ゃ
な
ど
）

◆
主
催
／
赤
磐
市
惣
分
地
区
岩
神
保
存
会

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
会
長　
森　
☎
０
９
０（
８
９
９
９
）２
２
１
２

催し

　
薬
の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
が
ク
イ
ズ

や
雑
学
を
交
え
て
、楽
し
く
、分
か
り
や
す

く
、お
薬
の
話
を
し
ま
す
。

　
気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室
で
す
。皆
さ

ん
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
４
月
18
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

◆
対
象
／
一
般

◆
申
し
込
み
期
間
／
４
月
17
日
㈬
ま
で

◆
参
加
費
／
無
料

◆
定
員
／
80
人（
先
着
順
）

知
って
安
心
！ 

知
って
得
す
る
！ 

お
く
す
り
教
室

◆
内
容

①
市
販
薬
を
買
う
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と

②
病
院
で
処
方
せ
ん
を
も
ら
っ
た
ら

③
お
薬
手
帳
を
活
用
し
よ
う

④
薬
の
雑
学 

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

◆
主
催
／
岡
山
県
薬
剤
師
会
東
備
支
部

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
お
か
や
ま
薬
局
山
陽
店

　
☎（
９
５
５
）０
０
８
０

〈
受
付
時
間
〉

　
月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
水
・
土
…
午
前
９
時
〜
正
午

催し

問秘書企画課 ☎955-4770

◆
日
時
／
４
月
13
日
㈯　

　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
場
所
／
桜
が
丘
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
※
現
地
駐
車
場
に
集
合

　
※
受
付
で
記
名
し
て
く
だ
さ
い

◆
内
容

①
施
設
見
学（
焼
却
の
様
子
は
モ
ニ
タ
ー
で
）

②
ご
み
減
量
の
話（
赤
磐
市
役
所
環
境
課
よ
り
）

③
意
見
交
換

◆
参
加
費
／
無
料

◆
主
催
／
中
島
住
民
の
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
代
表　
鍬
本
千
恵
子

　
☎
０
９
０（
３
７
４
２
）３
７
８
１

桜
が
丘
清
掃
セ
ン
タ
ー

閉
鎖
前
見
学
会

催し
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Reader'sSquare
読者の広場

◎お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、広報発行月に誕生日を迎える3歳までの
お子さん（5月・6月生まれ）の写真をお待ちしています。掲載を希望する人
は①写真（返却はありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤
住所 ⑥電話番号 ⑦FAX番号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単なコ
メント（30字程度） を添えてください。締め切りは4月18日㈭までです。
［あて先］〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課

 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

小
お だ

田  桃
も も か

花 ちゃん

（桜が丘東5）
平成23年3月4日生まれ

食べるの
だーい好きな

桃花ちゃん！ もりもり
食べて元気に

育ってね！

お母さんの
直子さんから

熊
山
わ
か
ば
会

投稿

繰
り
返
し
過
ぎ
た
る
日
日
の
短
歌
を
読
み
こ
こ
ろ
安
ら
に
生
き
て
ゆ
き
た
し

〈
り
ん
ご
殺
人
事
件
〉の
艶
歌
な
が
れ
て
リ
ン
ゴ
を
腰
に
踊
る
友
の
顕
つ

大
霜
に
柿
の
葉
散
る
も
実
は
あ
ま
た
冬
ざ
れ
の
畑
の
灯
り
の
ご
と
し

喜
寿
迎
え
歌
友
と
集
い
て
健
や
か
に
歌
詠
む
こ
と
を
倖
せ
と
し
て

人
住
ま
ぬ
隣
家
の
名
札
は
色
褪
せ
て
大
家
守
る
ご
と
も
主
の
名
の
あ
り

行
平
の
愛
で
し〈
月
見
の
松
の
跡
〉い
に
し
え
歌
人
の
風
雅
を
語
る
や

年
の
瀬
の
こ
こ
ろ
忙
し
も
ひ
さ
久
に
カ
ス
テ
ラ
を
焼
き
歌
友
に
届
け
り

吟
行
に
谷
師
を
迎
え
て
バ
ス
の
旅
木
樹
の
紅
葉
は
映
画
の
如
し

俯
き
て
迎
え
く
れ
し
や
白
百
合
の
清
楚
な
姿
に
こ
こ
ろ
洗
わ
る

雪
の
舞
う
箱
根
駅
伝
は
命
懸
け
ふ
ら
つ
き
転
ぶ
も
襷
を
渡
す

祝
宴
の
男
孫
は
笑
顔
に
囲
ま
れ
て
婆
は
後
方
よ
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す

完
熟
の
ト
マ
ト
を
目
差
す
吾
の
ラ
イ
フ
尽
き
て
ゆ
く
ま
で
励
み
続
け
む

赤
き
実
の
撓
む
南
天
は
青
空
を
仰
ぎ
て
望
む
日
日
の
平
穏

『
第
三
の
男
』
の
シ
ー
ン
浮
か
び
く
る
老
い
て
甦
せ
る
冬
の
街
路
樹

紺
碧
の
師
走
の
空
へ
恒
例
の
舞
う〈
ア
キ
・
コ
ウ
〉の
飛
翔
訓
練

臨
場
の
後
楽
園
に
舞
い
初
め
の
ひ
と
際
白
き
ペ
ア
の
丹
頂

亡
母
の
住
む
優
し
さ
放
つ
六
星
座
抱
き
し
め
ら
れ
て
眠
り
た
き
夜

人
と
山
厳
冬
を
経
て
春
を
待
つ
吹
雪
に
か
す
む
蒜
山
三
座

元
旦
の
園
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
旋
回
す
果
て
な
き
宇
宙
に
軌
道
を
変
え
な

「
乗
ら
ぬ
」
と
決
め
し
夕
べ
は
自
転
車
に
礼
を
言
い
つ
つ
洗
う
は
ペ
ダ
ル

土
井　
昌
子

石
田　
乙
江

森
田　
経
子

濱
田　
政
恵

宇
高　
圭
子

須
藤　
貞
子

小
野　
房
子

暮
地
岩
い
さ
よ

川
崎　
朋
子

小
野　
境
子

岡
野
美
登
里

藤
原　
　
操

山
田　
貞
子

芳
形　
　
操

小
野　
充
恵

繁
定　
　
操

竹
井　
愛
子

南　
　
順
子

小
倉　
庸
代

山
田　
京
子

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
代
表　
森
田
経
子　
☎（
９
９
５
）１
０
４
２

松
まつしま

島  唯
ゆ い か

華 ちゃん

（桜が丘東1）
平成23年3月23日生まれ

堀
ほり

  日
ひ な り

向理 ちゃん

（小原）
平成24年3月5日生まれ

石
いしぐろ

黒  颯
は や と

人 くん

（草生）
平成24年4月5生まれ

岩
い わ せ

瀬  和
わ か な

奏 くん

（沼田）
平成24年4月19日生まれ

いつも
ニコニコ元気に

保育園楽しそうだね。
ママの手伝い
よろしくね☆

お母さんの
阿希子さんから

可愛い笑顔を
たくさん見せてね！
いっぱい遊ぼうね！

お母さんの
理恵さんから

はやちゃんの
笑顔が大好きです。

元気にすくすく
大きくなあれ★

お母さんの
千春さんから

わっくんの特技は
お歌を歌うこと♪

手拍子しながら歌う
姿は、とても
素敵です♥

お父さんの
一郎さんから
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〒
709-0898 岡

山
県

赤
磐

市
下

市
344　

T
E

L.955-4770　
F

A
X

.955-1261
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
http://w

w
w

.city.akaiw
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E
-m

ail  akaiw
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city.akaiw
a.lg.jp

編
集

・
発

行
／

赤
磐

市
役

所
・

秘
書

企
画

課

▼
だ
ん
だ
ん
と
暖
か
く
な
り
、
あ
ち
こ
ち
で
小

鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
う
す
っ
か
り
春
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、

以
前
か
ら
ち
ら
ほ
ら
と
「
赤
磐
市
内
に
も
カ
ワ

セ
ミ
が
い
る
」
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま
す
。
カ

ワ
セ
ミ
と
い
う
の
は
、
水
辺
に
生
息
す
る
小
鳥

で
、
鮮
や
か
な
水
色
の
体
色
と
長
い
く
ち
ば
し

が
特
徴
で
す
。
し
か
し
詳
し
い
生
息
場
所
が
分

か
ら
な
い
た
め
、
な
か
な
か
撮
影
に
繰
り
出
せ

ま
せ
ん
。
も
し
も
詳
し
い
情
報
を
お
持
ち
の
人

が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
広
報
あ
か
い
わ
の
猪
木
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
猪
木　
亮
）

▼
８
、９
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
健
康
づ
く

り
の
出
前
講
座
で
「
生
活
の
中
に
運
動
を
増
や

そ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
前

健
康
診
断
を
受
け
た
と
き
、
問
診
票
に
運
動
の

頻
度
を
記
入
す
る
項
目
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

休
日
で
さ
え
１
日
１
時
間
以
上
も
き
っ
と
歩
い

て
い
な
い
だ
ろ
う
自
分
を
確
認
し
ま
し
た
。
車

移
動
が
多
く
運
動
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
す

が
、
家
事
を
し
な
が
ら
運
動
す
る
な
ど
、
意
識

し
て
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
！　
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

（
辻
真
理
亜
）

〈 今 月 の 表 紙 〉

2月17日に行われた「吉井つちのこ
駅伝大会」。市内外から38チームが
参加し、吉井川の河川敷などを全速
力で駆けていました。

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

赤 磐 市 長 選 挙
赤磐市議会議員選挙
〜 選 び ま す 市 の 未 来 を 託 す 人 〜

●問い合わせ先／赤磐市選挙管理委員会事務局 ☎955-4782

※詳しくは、広報あかいわ3月号の2ページをご覧ください。

投
票
日3月24日㊐
午前7時▶午後6時

広
報

あ
か

い
わ

 No.97  平
成

2
5年

4月
号
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